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児童・生徒の体位標準表
。j、.中・高校用〉
1.標準表作成の目的
この体位標準表は，本県小・ 中・高校児童・生徒を対象とし，身長・体重・
胸囲 ・坐高および身長別体重ならびに身長別胸囲等身体の形態的測度につい
て，その発育の標準段階すなわち，ノルム (Norm)を設定したものである。
身長・体重・胸置は生活機詑と相当高い.相関を示すことがいわれており，身心
の健全な発育上重要な意義をもつものである。特にこの時期が精神面の発達と
ともに，極めて旺盛な身体発育をする年齢段階にあるだけに，常にその発育傾
向に留意して健全な発育助長に努めなければならない。そのためには，その発
育をみていくための客観的な資料が必要になる。そして，その資料として全県
児童・生徒の平均や各郡市の平均等が重要な役割を果している。しかし，これ
t だけではまだその発育程度を l'分明らかはしていくこ之はできない。た2ニえ
.4t ば，身長 ・体重・胸囲・坐高にういて，年齢の割に大きい方か小さい方か，その
相対的な位置ずけや，身長の割に体重がある方かない方か，まずこ， 身長の割に?
????
『???
』‘
L 
胸囲がある方かどうか，主いうことになると，平均だけでは明らかでない。し
かるに身長 ・体重 ・胸囲はその相対的位置を知ると主もに，身長と体重および
胸囲の聞には高い相関関係があるので，件、重・胸囲はこれを身長と総合的にみ
ていくことによって，一層その発育状況が明らかにされる。 この標準表は，こ
のような要請に応えるために設定したもので，これにより，児童・生徒の発育
の程度を一層客観的に鉱ることができると思われる。以下においては，標準表
作成の方法と使用上の注意，およびこれを用いての事例と標準表ならびに標準
表作成のための資料をかかげたb これらの資料をも とにし，地域の児童 ・生徒
の身体発育を客観的に明らかにするとともに，日常の観諜等と考えあわせて，
健康増進に資すること・ができれば幸いである。
2.標準表の 内 容
この標準表は，小学校から高等学校までの児童・生徒を対象にして男女別に
作成されている。年齢区間では6才から17才までのものとなる。また，内容領
域では，身長 ・体重4胸囲・坐高それぞれの発育を単独にみてく年齢別標準表
と，身長と体重および身長と胸囲それぞれを総合的にみていく年齢別身長別標
準表からできている。前者の年齢別標準表は個人:聞の比較における相対的位置
を明らかにするものであり，後者の年齢別身長別標準表は個人内の身長と休重
および胸囲の関係を明らかにするもので、ある。内容を示すと次のようになる。
(1) 年齢別標準表
付) 性JI]年齢7J1j身長傑準表
(吟性別年齢別体重標準表
例性別年齢別胸囲傑準表
伺性別年齢別坐高傑準表.
ω 年齢別身長別標準表
何) 性別年齢別身長別体重標準表
(ロ) 性別年齢別身長別胸商標幣表
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3.標準表 作 成の方法
3.1. 基準値設定のための調査対象の抽出
標準表を作成するための基準値を設定するのに，県統計課昭和31年度学校衛
生統計指定校を調査を対象校とした。この学校の抽出は文部省の「昭和31年度
学校衛生統計調査の手びき」によって県統計課が行った。層別と本県の抽出率
および抽出された調査対象校は次の通りである。
3. 1.表 層別規模基準および抽出率
校 |高等学校 |高等学校
一__gij準監一一| く定時制線程〉
規模による|拍問
区分|率
中学
規模による|抽出
区 分|率
500人以下1
501~1.000: 1 
1，001-1.50: 6 
1，501人以上|
?
?
???
3.2表 調 査 対 象 校
【小学校71校中学校71校高等学校69校(ただし定時制分校も 1;後として〉 】
(ー 〕 小学校仁71校〉
北端原君1 赤坂小今校 平通小ザt校 村松浜小学校
中蒲原郡 W~越小学校
西部隊相1 木山小学校 矢作小学校 大曽根小学校
南青清原都 図上小学校 中首li小学校 飯田小学校 中通小学校
中野小学校
三島郡 高梨小学校 日吉小学校
北魚沼郡 小出小学校 上条小学校
南魚沼郡 ~.1û尺小学校 聖子旧小学校 辻叉小学校
中魚沼郡 橘小学校 仙田小学校
刈羽君事 栃ケ財(小学校山中小学校 結城小学校
鮪:o小学校 北条小学校 中遜小学校 北野小学校
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別山小学校
東頚域郡 沼木小学校 下保倉小学校 2注目野小学校 旭小学校
巾頚城郡 正直小学校 明治小学校 五量芦小学校 原通小学校
大鹿小学校
西頚城郡 市主主小学校
、岩船郡 金丸IJ、学校 金屋小学校 西事1納小学校
佐渡郡 金泉小学校 八幡小学校 吉井小学校 松ケ崎小学校
後山小学校 知事手小'学校 宿線木小ザ:校大滝小学校
新潟市 関屋小学校
長 |崎市 中沢小学校 柚吉小ザ校ー 上記i小学校
高田市 大手町小学校
柏崎市 高田小学校
新津市 金津小学校
小千谷市 大崩小学校
十日町市 八筒小学校 真田小学校 飛波~-小学校下条小学校
村上市 村上小学校
直江f宮市 高佐小学校 春日新田小学校区江沖小学校
栃尾市 来伝小学校 上極小'学校
新井市 堀之内小学校吉木小学校
:5:泉市 巣木小学校
(ニ3 中学校仁71校〉
北?甘i)Jj{ 1部 l京中学校 佐h木中1学校
中潮i京都 荻曽根中学校小須戸中学校新l主l中学校 愛宕中学校
大江山中学校
阿部原君1 赤塚中学校 . 地蔵'主巾学校総浜中学校 君主山中学校
味方中学校
南部原郡 鹿峠中学校
東蒲原郡 深川中学校
三島郡 来迎寺中学校三島中学校 fJ.~川中i学校
古志郡 中野俣中学校半球金中学校
北魚沼郡 須原中学校 伊米ケ嶋中学校
寸: 4一.
南魚沼郡 相1:立中学校 塩沢中学校 上田中学校
中魚沼郡 芦ケ崎中学校下船渡巾学校倉俣巾学校
刈羽昔日 中通中学校
東頚城郡 奴奈川中学校
中華買域君1
西頚城郡
岩船郡
東妙高中学校絞余中学校 高土中学校 塁五十会野中学技
木浦中学校 名立中学校 能生中学校 上路中学校
館眼中学校 中俣中学校 八幡中学校 下海府中学校
佐渡郡 真野中学校 赤泊中学校
新潟市
長岡市
高田市
柏崎市
小千谷市
十日町市
村上市
宣江津市
栃尾市
南浜中年'校 濁川中学校
下川西中学校上川西中学校
附属高田中学校
荒浜中学校
rJ:千谷中学校
川沿中学校
岩船中学校
保食中学校
東谷中学校
吉田中学校
直江津ゆ学校
下糠谷巾学校
新弁市 新井中学校
干主 泉市
一条市
新発岡市
横田中学校
三条第一中学校
猿橋中学校 川東中学校
加茂市 下条中学校
見附市 北谷中学校
燕 市 小池中学校 燕中学校
下条中学校
両津市 内海府中学校岩雪中学校 水津中学校 加茂中学校
く三〉 高等学校〔的被〉
(1)全日f!jIJ(23校〉
7.K原高校
安塚高校
第二長岡高校
佐渡高校
中条高校
能生水産高校
新発問商工高校
巻高校
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小出高校
金沢高校
小ニ子ヰキ高校
長岡高校.
六 日 町高校
新潟南高 校
新弁高 後
与板高 校
ご三条高校 柏崎常設高校 加茂高校 沼君主高校
村上桜ケ丘高校 新発田工芸高校 高田女子実業高校
位)定時制lく46絞〕
7.k原高校〈中心校.笹岡分校).中条高校(中心校).小出高校
六日目I高校塩沢分校，安芸家高校枚分校，能生7.k.r1i高校名立分校
金沢高校〈中心校).新i易商高校〈中心校，石山分後).第二長l制高校〈中心校〉
新発田尚工高校く中心校).小千谷高校古谷分校，新井高校原通分校
加茂燥林高校〈中心校，庄瀬分校).新r1!高校〈中心校，阿川分校，口井分校〉
治政業高校く中心校，内野分校，照的分校〉手1川高校凶川分d，
西越高校 く中心校).十周1町高校(中心枚，関沢分校)，柏崎品業高校〔中心、
校，野問分校，小国分校，二回分校).有医高校. ~j田t造業高士分校，
ドIヒ高校く関谷分校.高根分校).佐渡設業高校松ケ的分校.明訓高校.
新潟中央高校く中心校).北越製紙切星学園，西新発田高校(中心校〉
栃尾高校(中心校，上北谷分校，上塩谷分校.西谷分後).糸魚川高校(中心
校，者主知分校).五泉笑業高校
調査対象校では金数調査をした。ただし，この報告中には外国人は含まれて
いなし、。また，調査対象者の年齢区分は次の通りで，測定は昭和31年4月末に
行われた。ますこ，調査票の記入は同年6月上旬に依頼し，7月中旬までに報告
された。
3.3.表 調査対象者の年齢区分
く昭和31年4月1日現在〉
満〈年才齢~I 生年月 日の範囲 II~予ヂ| 生年 月円の範囲
6 昭和2伴4月 2 日;25~4 }'j l 8 1 昭和 ラ年 月 1日 12 昭和18年4月2円~昭和19年4月1日
7 23 1 24 1 13 17 1/ 18 1/ 
8 22 1/ 23 1/ 14 16 1 17 1/ 
9 21 " 22 1/ 15 15 '( 16 1/ 
10 20 '1 21 1 16 14 1/ 15 1/ 
11 19 1/ 20 " 17 13 1 14 1 
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3.2. 年齢別標準表作成のための基準値
年齢別標準表作成のための基準値は，前節の調査対象校から得られた資料を
もとにして，県統計課で算問した全県平均および標準偏差によった。
基準備.は3.4表の通りである。
3.4.衰 年齢別標準表作成のための基準値
付) 男子
年 身 長 体 重 胸 四 坐 高
齢{才)平均 1 S.D 平均IS.D 平均IS.D 半均 1 S.D 
Cfl 。10 J;g kgj cm cm Cm C!l 
6 J 10.7 4.5 18.7 2.0 5凸.3 2.4 62.9 2.7 
7 115.9 4.8 20.8 2.2 58.4 2.6 65.3 2.7 
8 120.8 4.8 22.8". 2.4 60.3 2.6 67.8 2.6 
9 125.2 5.1 2ラ.0 2.7 62.ヨ 2.7 69，7 2.8 
10 129.6 5.3 27.4 3.1 64.5 3.0 71，6 2.8 
11 134.1 5.7 29.9 3.7 66.4 3.2 7可.5 3.0 
12 139.0 6.5 33.4 4.6 69.0 4.0 75.8 3.6 
13 145.5 7.8 37.9 6.0 72.2 4.6 78.2 4.0 
14・ 151.8 7.6 43.; 6.6 76.0 4.9 82.3 4.4 
15 1 5~.弓 6.6 49.7 6.6 79.9 4.7 86.3 4.0 
16 161.4 5.9 53.0 6.0 82.ラ 4.4 88.0 3.4 
17 163.1 5.6 55.ち 5.9 84.2 4.2 ‘89.2 3.2 
(吟女 子
年身長|体重 l旬 関 さ佐 高
総(才1平均IS.D 平均l'S.D 平均IS.D 平均IS.D 
Cll1 cτn kg kg Cm ~ln 。町、 CIIl 
6 109.6 4.4、 18.0 2.0 54.7 2.4 62.3 2.6 
7 114.9 4，6 20.0 .2.2 56.5 2.事 64.9 2.7 
f 
B 120.0 5.0 22.2 2.6 58.5 2.7 67.3 2.7 
9 124.4 5.3 24.4 3.0 60.5 3.0 69.3 2.9 
10 129.8 . 5.9 27.3 3.6 63.0 3.ヨ 71.7 3.2 
11 135.4 6.6 31.0 ラ.5 66.3 4.2 74.5 3.6 
12 140.8 6.7 35.2 5.9 69.7 4.8 77.5 3.9 
13 145.6 6.1 39.9 5.8 73.4 5.0 80.1 ち.6
14 148.7 5.3 44.1 5.7 76.4 4.8 82.2 3.2 
15 151.3 4.9 47.3 5.6 i8.6 4.5 83.5 2.7 
16 152.1 4.7 乙9.5 5.5 80.2 4.5 84.2 2.6 
17 1ラ2.7 4.7 50.5 ラ3 81.1 4.3 84.1 2.6 
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この基準値をもとにして 3.6表における標準段階の区分に従って年齢別標準
表が作成された。
3.3. 年齢別身長別標準表作成のための基準値
年齢別身長別標準表作成のための基準値を算出するのに 3.2表における読査
象校について，学校における身体調IJ定の結果をもとにして手引に従って性別年
齢別に身長と体重および身長と胸囲の相関表作成を依頼した。この粗関表を全
県で集計・して全県の相関表を作成した。全県の相関表は，7'1主資料にかかげる
通りである。ただし，この相関表の計量区介は，文部省統計の区分に従って，
身長 ・胸間 ・坐高はlcm区分・体重ば1kg区分とL，整数部分が同じものは
小数点以下の数字のいかんにかかわらず同一区分に記入しである。たとえば，
身長105cmは105.0cmから105.8cmまでを含んでいる。次に，この相関表を
もとにして，各身長に対応する休重および胸囲の分布の平均と襟準偏差を算出
して，年齢別身長別標準表の基準値之した。基準値は3.5表の通りである。た
だし，3.5表では，相関表において身長に対応する被検者の数が少いところは
省略じたの表中で;括弧のない数は平均，括弧内の数は標準偏差を示す。
3.3. 標準表の段階区分の設定
以上によって，年齢別標準表および年齢別身長別標準表作成のための基準値
が算出されたので3.6表の標準表の段階区分に従って標準表を作成したの〈注〉
3.6表では平均以上および以下における1標準偏差の範聞のものをすべて標準
段階といその他大小の区分はのをもとにして設定されている。また，ここで
は標準段階を普通と記した。いま分布が正規分布に近いと，統計的に標準段階
に入る者は凡そ全体の 7j， 甚大， または甚小に入る者はそれぞれ凡そ2.5%程
度になる。ただい年齢別身長別標準表では身長の増加に従って体重や胸囲が
必ずしも増加していないところが若干みられ犬ので標準表の作成にあたって，
そのような点では移動平均法で修正した修正値を用いた。標準表は6章にかか
げる通りで、ある。
-8 
f l寸京|上よ平均品|純1jl f | 
ム2σより大I+2q I十日い
(注〉十 ~q， +2q~事はそれぞれM+lq， M+2q等を表わす。
• 
(注〉体力at~5Ëく吉田:ïii信著〉 身長ZlJ体重「ノルムJ参照
学徒体力標準表(古田主主信若〉参照
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3.5表 年齢別身長別標準表作成のための基準値
(1 ) 年齢 ~IJ 身長男。平均体重
昌三当 7 才 | 8 才| 10 才 1 1 才
州 Oq)|
100 15.6(./.0¥ 
1 lラ.S司/.31 
勺 lラ.8(人/)
3 16.3</.0) 
4 16.711./) 
5 16.8(/./) 17.3(人6)
6 17.':31..ハ 18.1({ .7) 
7 174/.321 } 18.1l/.6) 
B 18.111. 18.5(/ .3) r 
9 18.3(/♂ 18ス/ゐ)
18.ヲ[/. 2/)  18.8υ.31 
19.2(臼/. 528)  1~.9(/ 19.2(1.3¥ ち
2 I 19.2(/.51 195a(/ 31 20.0 •. 386)  3 194.8( /.4) 19.!lU.之3}) 20.31(/ 201.27{{2i/.a .84) 4 19.8(/ .31 20.2¥1 
2つ.2l1.21 20.4(/.3) 20.9(/.5) 
20.{，¥人21 20弐人4)
21 • 弐9《( /.5) 21.411.54)  20.81j.51 21.4(人分 21.4(/.{J.) 21.4{/ 
21.2¥1 .b) 21;71jlda l 21l •• 5)  22.2V.Jl 22.81/.7/) 1 
21.2tf.2) 21.81 22.1(1 22.7{1.3¥ 23.3(/. 
120 22.7(/.6) 22.曳2(j.4) 22.9(/.51 23.7l12/.5/}  1 22.ヌ/.4) 22.8(/.5) 2き'2(/.7i 2ラ.4(/.51 23.7( 24.61).9¥ 
2 23.2(j.9) 23.弓(1.5) 2'¥.9¥/.41 24.7(.1.7) 24.7(2，4) 
3 23.7(2.0~ 23.7(/.5) 24.21/ •• q4} ) 24.5(/小.(J.) 
256S吹745qπ礼1MυU22ja09n 7f1) }
4 233.1 .4) 24玖I.~) 24.6¥1 24.9(/ 
宮 24.0¥1.6) 24.6(/.8) 25.1(1.7) 25.7(/.91 
6 243l/.9¥ 24.9(/ .6) 25 .• 401I2 /.61 26.1l/ .71 
7 24.90[(2j.0/) 1 25.ラ(1.8) 26 .OSL ) 26.6(/.9) 
8 26. 25.9(2.0¥ 26.6l( /. 26.8(/.8) 
9 26.1(2.0) 26.6(1.8) 27.OV.7¥ 
130 . 26.5(i .91 2777( lfa 27.5(/ .9¥ 27.8(.2.0) 
27.31.2.6) 27.7(/.7) 27.9¥/.8) 
23980沿坑c3Kuげ2 J m 2 28.571{(2j. • ql 285O6〔(12/ .8i .73/)  3 21 9.0 ¥ 
4 29.5(2.31 29.6¥2.2) 
5 2957({2/. ヲ)
3四0a1g23kKu1JlSan 5} 
301 • 97l{2/.q41 )| 6 29.8/} ) 
7 30.9(3. 315ZM(2. /)
8 32.3<2.7) 。 32.1(2.21 33.1(2.8) 
140 32.8(.2.31 33.ラl2.5)
i 
33.9712. • f12 (5) 
3 33.7(2.71 
4込 34.911.'7) 
5 35.号(2.0)
6 37.0(2.5) 
一 一一一
〈注〉 たとえば身長欄 112cmは112.OCm-112.9cm をあらわす。また，括弧のな
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および娯準偏差(男子〉
会思| 13才| 16才 17才
eπ2 J，g . 124 265(/.6)  ) :; 26.36{( /. . 
も 27;3(/. 
1 
287 •• 493{(i2/ •• 2461 I 27.吠761{2/1••  07/}) ) 8 /  
9 28. 
130 
23引90吸ima収叉穴K2Zz2ya34m aI0} 1 I
1 
2 
2 9 89E7弐制K60 1032 -5} 
3 31.3(3.9¥ 
4 31. 0/) 
う 32. 
6 32.81{(2. 41
32σ56b } ) } 
. 
7 32.8(2.4) . 
8 33.2¥2.51 33. 
9 33.7(2.8) 34.6(2. 
140 34.司2.7¥
努323&67t4筑民KzZ335g/1) 1 }
34.7(3.8') 
l 3ラ.0¥2.6¥ 36.9(2.81 
2 3ラペフ.6¥ 3B.0(2.lt¥ 
<、〉 36.2(2.6) 37.64123 .7) 
事 36.54Ht23 .81 39.6¥3.8¥ 
5 37.4(3.0) -38.95K(32. 0) 38.7(2.81" 
6 38.8(2.7) 38.9(2.8¥ 
司0.631(l234 .qI 7 39.2(2.9) 
40 •.• 24l(132. •. q) 40. 4.2)  43.426{(l43  ./}8 39.7¥2.7¥ 3¥ 43.:2(4.0) 
9 41.0(2.9¥ 41.4(3.5¥ 43.2[3.4) 44.6[3.6) 
150 
40.5叩91H4dふ23Jm 5ハ1 1 
41.3(3.2¥ 42.2(3.3¥ 43.5Vi.0l 44.4R(23 •• 73)  4る. 6(4.231 ) 1 41 42.6¥3.2) 44.413.5) 45. 48 
2 2 44.8(3.5'1 48.7(2.9) 
3 
42 345} 45.α7134. 41 
48.7(3.6¥ 
4 46.()(3.71 49.0¥3.5) 
ち 4う5α[3.71 47.:民3.7) 49.吠1(34.61 
6 46.()(3.6め) 48.8[4.3) 51.1l4.3¥ 
7 45.7(3. 48.8(3.8) 52ペ.OL34.I1 
8 50.2[4.4) .8¥ 
'9 50.8l4.3¥ 53.5¥4.3) 一-1白 50.0(3.811 50.089l13 4 .41 51.E31tL4.3 4/)  
ぢ2ラ435Kえ《{4ιム5} ラ男53ユラ5到mlJt7叩K144e}03g41  } } l 50.2¥4.3) I 50.8(3.7)  53.4(.1.2) 2 49 •• 94(l5 3.ql ラ1.9\4~'l\ 5'1. 54.(.1./) 
3 52.4(5.3¥ 雪2.伐4.52) 54.9(4.3) 54.3(4.{J) 
4 
525aC4lxM K{oJ 3O e 
54.'1(4.7) 
54f7X14d. • 8) 5 53.81，4-9) 54.3(4./) ラ5.VL7iI 56.8(/.'>) 
6 ラ.1(.8¥ 55.2(4.6) 56.fX.4.3) ラ7.7(4/1¥
7 55.0¥3.7) 56.47lt{(45  .81 57.C5K45 .7) 5809.031(154. • 3) 8 56.4¥4.7) ラ7.4¥5.3) 57.6(5.0) 8
9 57.1(4.0) 57.7(4./) 57.7(5.0) 60.1{5.6) 
170 58.4(5./) 
5a08 S7哨π15432/ ) 「1 -E6F1l a布明5d02T 11 58.80(143. q)
2 59.0¥4.6¥ 60.7l4.81 。J
562 .531 62:.5写71(5.8f)  A 、
5 62 • 27{(34 .7) 64.7lm 
6 66.7(7.0) 
レ数値は平均体重.括弧内は野、準偏差を示す。
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(2) 年齢別身長別平均胸間
身¥長¥下イ年、¥齢1 邑 才 7 才 8 才 9 才| 10 才 | 11 才. 
52.3(2.0) 
100 
53.837(1(2/. 8)4.32/
2 53.7(2.3) ， 
3 54.4(2.7) 
4 
54.9号ベEL〔2J52 3 3 h ち 55. 55.4(/ .7) a・6 う5. 5ふ0¥1.9) J‘ 
7 ラ. 56.2¥2.0) 
8 55.92(l2.201 ) ラー.371(2/./1 
9 5岳. 56.3(/.6) 
110 56.24(12.02) 1 57.31(2 .2) 57.只。(2/.21 
56. ラ7.3(2.3) 58.0(/.8) 
2 日6.9l{2/.31 57.5(2./) 58.4(2.3?)  
3 56.9(守) 57. i(2.3) 
58.423l(2/ ••• ラaw2E1FU2 ♂ A
. 
斗
5雪宮87. 827L(l2 . 0/) 
5宮8.01(臼2.03) 589 . 31 60. 5 59.2(2.3¥ ラ9.31.2.5
6 ./) 言g.ラ〔2.Oハ) 
592531R(12 Z2 1 
60.2(2.5) 
下
58.812.531 ) 
59.1(2. 9. 60.4ll2 f.71 
8 59.~(2.2\ 59.8(2./) 60. a f} 61.5(2.3早〕)| 
9 59.6(2.4) 59.1¥2.2) 60.J.¥2.;) 61.1(/. 61.9(2. 
120 58.5(2.2) 
ラ9E六9唱7K12Z20; ハ) }
60.6(2.2) 61.3(2.5) 62.4(2.2) 
1 59ペ!.'7¥ 59. 60.4(2.0¥ 61.ラ(2.45) 61.3ラ〔L32.3) 618(2.8/)  2 59.6V.9¥ 5. 6i.90({2. /1 62. 28) 1 6~.5(3. 
3 60. 60.9(2.4) 621伺05六225751 } ) 62.ラ(2. 63.9ラ1{(32.• 0) Y 4 60. 
662Z1 似民m只71GLZ2/233 q引i6n) }
62. 
623.48(2  ./)
5 5
5 60. 62. 4¥ 63.9(2.9¥ 
6 60.Bt/.7ω 1 62.9(2.4) 63.4¥2.3) 64.3(2.6) 
7 62.1(/. 63.2(2.7) 
64.O9き(Ll2/.4q1) } 
64.ラ¥2.3¥
8 61.7(2.4¥ 63.4(2.O6)  3  64.9:1l2.5ql ) 9 63.う(3. 64. 65. 
130 62.9(2.3¥ 64.0(2.8) 64.4olt2 .• 75} 65.97:(t12 .• 43 S1) 1 6'3.2¥2.3) 64.2¥2.91 65.0¥2.5¥  
2 64.合(2.3¥ 65.81(2 .• 03)  65. 
‘ 
3 6'"ヲ51(2.8) 65. 66.ラ3l(2.78)1 4 64.9(2.8¥ 66.012. 5) 6岳.
ち 64.6(2.6) 66.01( 41 
67. 弐471G2 3 2 A
6 ‘開 .6ラ.号¥3.8) 66.0(2.!l) 67.2¥2.8¥ 
7 66.3¥3.0) 66.9(2.6) 67.3¥2.6) 
8 
. 
67.7¥4.8) 67.6(2.7¥ 
9 67.1(3.;¥ 品8.7(3.3)， 
140 67.気2.2) 68.5(3.4) 
2 
r 6R.7(2:.47) 1 
69.6(2 
、 '3 68.9事{l34•. 05} 1 4 ‘ 68. 5 71.Dll34.ηI 
6 71.2(1.0¥ 
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‘ 
および標準偏差〈郷子〉
必ア! 14 才 I15才| :6 才 l17 ，f 
cro cm 
124 
6師日3554心民9却1《132A4597日n 3}g)
』
ノ戸
h 。，
7 65.2((3久/. 5}8 65.232)  
9 66.0 
130 
2 67.O74i3. 21 
3 69.0t3.4) 
4 67.6(3.531 ) 
う 69:事(
6 69A¥2.2) 
7 69.40(13.3/} ) 
8 69.7Ll32. q) 71. 
9 70.013./) 71.1(2.9) . 
140 70.47〈i23.n 71.邑3(3.2) 
70. 仇 71.3(3.2¥ 
2 73.8{3.501  
3 12.7¥3. 
4 75.弓IGl3-.6} 
ラ 73.1(3.3) 76.ラ{4.• 20)  
6 
7格45き4句そ1延五は8e33 骨e9} 
78.0(') 
7 7673.0(l4 • のf) 8 
9 78.号(3.2)
150 72.5413 •• q 3) 
7?746宮ラ3司m侠4l{Gd5z3S-Am 548A 3 qn} 7γ?6971Z杭到m欧429EM〈1刷州43JM8a 4n) }3
78.061(3. 051) 
81.9(3.9) 
1 73.6¥3.9) 9 
82Z13K0 132 2 
7マ2す43ち也同筑成却4323訓5J9b 、3 1 79.6{3.7) 81 3 79.98[G4. 2) 82. Jt3.b) 4 79.9(3.9¥ 81.3(3.7) 
5 80.3i{t4.0/)  
88E且2$瑚喝95柄013。6のn }} 6 81. 7 76.4(2.0) 
789 •• 2C1(03.d58)  1
79.7(4..0) 
81591(L43.06/)  ) 8 79.9ち(L4.2/)} . 
一一1萌9 80. 82. 
79.'3対({3e48dω2 q}
8田234α瓜tJ131a6η 8 ) 1 日田8酔4乳制2133aa Y) 
1 
2 80.0 
3 80.2E(4 5 4 79.S(5.3l 
8眠目田駒4a気75叩う市{1034OJ58必科) }
う 80.C{2.ヲ) 84.0(3.9) 
6 84.25L(34.q/)  
7 84. 
8 84.79{(3. 7)
9 84.9¥.3.9) 
170 
1匹8る41以対6ヌ4Z叫14司3 0〉) 
8割65ラ7成m噌51M0(Z28Om494n q 3) } 8R8同69&ZBEM301MK6{(&52imJの7川fハ} ) ) 1
3 
2 
3 
4 
5 
6 
• 
- 13ー
。)年齢日'1身長別平均体重
ト身~長\年~齢I 6 才 7 才| 8 才| 10 才| 11才
mm| 
100 1557l{/ .2} 
15.7(/.2) 
2 15.7¥/ .4) 
3 16.OV・/)
4 16.4υ.2) 
17-O。U(A44 6)} 5 16.9(/.03 ) } .0(/ 6 17.W 17.1¥/ 
7 17.4(/ 17.5(/ 
8 17.O71( /.2} 17.8(/ .43} ) 
9 18.0(/.2) 18.1(/ 
110 18.3(/.4) 
18.例/235ぬ)  } 
18.4{/.7) 
189.83(〔l.42)  
7¥1. :9以'.3
2 / 19.2(/. 19.5(/.7る) 
3 19.3(1.2) 19.5(/. 19.8(/. 20.2(/.8) 
， 、
4 19.5(/.6) 20.OU. 20.4(/.5) 20.91/.72} ) 
ラ 20.1{/.531  
2B24侠1(tυ{/ J  分
20.6¥/.5) 20.古(/.
6 20.2(/. 20.4¥1.4) 20.9(/.5) 21.1(/.5) 
7 20ペ/.7) 21.1(/'4) 21.2(/.5) 21.3(/.3) 
8 21.0lf.6) 21.1U.6) 21刈/.4) 21.8(./.5) 22.9{/ .6) 
9 22.7(/.1/.) 21.6¥1.7) 21筑1.4) 22.8(./.Ll， 22.8(2.0¥ 
120 21.6(/ ./) 21.8(/.5) 22.4(1.5) 22.8(/.7) 23.rY.j.7) 
22-341.61 ) 22.6¥1.7) 23.2¥1.7) 2354{ l/.ワ}
2 22.8(/. 22.9¥1.(，) 23.ラ(/.6) 24.'1{/.'7) 23.8{/.bl 
3 23.2(/.7) 23.6lf.ω 23.9lf.7) 24.6t.f.Ci) 24.41{(/ .ω 
4 24.4(，/.8) 24.1(/.G¥ 24.2(/.7) 24.8(/.9) 25.l(I.8) 
ラ 23.5(/.η 24.4{/.6/1 } 24.7(/.8) 25.2(1.7) 25.7(/ .51 
6 25.2(/.7) 25.3'1.2. 25.0(/.7) 
2526弐5M12/ / jA 
26.2¥1.め
7 25.2(1.81 25.号(/.9) .q8) 26.:({2/.0q3)  ) 8 25.8(1.8) 26.4(2.0 71 
9 26.α2.3) 26.7(1.9) 27.5(2.0) 
130 26.8(/.q)  
1‘ 27.3(1 28ω 
2 288/)  
3 28 
4 
， 
28.9α(2 /.6} 
5' 29.0<2.0) 
6 29.7¥2./¥ 
7 
8 ， 
9 
140 30-4(2./) 3ち3.8t{32.5/1) 1 
2 、
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 d 
• 
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および際準偏発く女子〕
除争| 14 才 | Iラ才 16 才 17 才
cm kg 
123 25.29({2 /.8) 
4 26.9(2.4) 
5 
226ラ7•.• 号71(2/1-.72a} ) 6 a 
7 
8 28.Dl2 • 37) I 
9 28.6(2.7¥ 、
ー130
28.弓624{4ロ2 /} 1 9(.81
2 30.2(2.8) 
3 30.4(2.8¥ 
4 31.1(2.6) 33.57l3o a ， 
う
ラ323I2a28ラ札日(L32Z05798目q 》}1
34.5(1/.7¥ 
6 
3ヨ事ラ12只1{5i6LJ27q n 7 8 3409 • 01(3.04)  9 
140 
3546153Z封K3J訓a 3O} 
38.8Vt.b¥ 39.8(，3，/) 40.1(5./) 
1 
38句9ラ1kいψ {a4 a 。14821丸K{亀4 LR 位 5到E2H14aふ03n/】3 } 43ラπ1{削35JYq} } } 2 40..52)  ) 4. .0。}) 45. 42. 3 40. 41. 43. 45. 
4 
3498071訓A972K1({t31$J3La 3 7η }1
41. 43.2(4.4) 44. 46. 
5 
毛4231LZ8937XK4M14&432 n4め0 今43465収i6g4K《kLed4LsA578}J ? } 4';気9157〈01L844ia} Y461 } ) 
4ラ.E7M14.8} 
6 45. 46.7(4./) 
7 凸.
47.351(45 • 0ら/〕1 ) 8 44 47. 8
9 44 47. 48. 
150 
423 •• 54宮l{3.S8) 45.28({4. 51
47.1(4.81 49.1(5./) 
45.8(4.5) -47.34(4. 71 48.9(4.6) 
2 
4ふ71{(1e4 4 a 
48.3(4.8) 49.0(4.7) 
3 
456 ••• 046{tI435 •• a 01 ) 
7. .6) 48.9¥4.8) 50.815.2¥ 
4 47.1(4.6) 
54ラφma90154g21Kl【4O587935m q 月}) ラ0943g6aKAt〈4a5e4tL0Yq6a5n 1 } }
5 49. 53) 1 51. 
6 48.97(14 • 51. 
7 49.7(1.11) 51. 
8 5n.8914.8)  52. 
9 50. ラ3.
160 52.7(4.8) 
兄5多日45島416{5。4L37 1 } 自 95316K{[4め34I}  1 田%5%4-2E7qk14im呂2 } 52.3(:'.2¥ 56 2 9) 55 
3 2) 55 
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任)年齢別身長別平均胸囲
主尽!6 才| 7 才 8 才| 9 才| 10才|
開。「 吾ラ5日町ヲ3叫2;24弐気叩7五R2j20.3124mn司
. 
100 
I 
2 、
3 
ラ5生a企。成《弐《z235a2} 4 ち
6 
5H5φ4J列4EqKM1Z2231} } 7 54 • s83t(2 i .218 .5(18¥
9 55.3(2.0) 
す|F52)  56 
56.2(2.2) 
5gラ897筑伺4斜攻1QZz2 3 gJm n  qR
56 ag弐只IUZz2g B p53
56. 
56. 
57. 
59 ••  967〔{(2j.• /}8 56.円2(2/.q1 57. .¥5¥
9 57.2(2.2) 57. 58.穴2.'1) 59.9{j .81 
120 58.0(;./) 58.ラi，2.4¥ 男 4(2.3) 60.5(;.あ
1 
5ama721ロ2 4f .9〉 58.6(2.42) 1 曲29只5K12 2 め2 8.(/) 61.(.{1) 61.87(20.6)  
3 58:61.2.5) 
e65ラ89銑c0h45制例U6刊02z5d02 a 6} 
60.9(2.5) 61. 
& 59.1(2.め1) 6164) } 62.0(2.7) 
う 59.3(2. 
喝95気t2 一
62.5(2.5) 
6 1 60.0(♀3) 61.4(2.4) 623 •• 欲q22.6}) 62.5(2.8) 
61.21.2.6¥ 62.妖2.9¥
61.5¥3.4¥ 62.1(2.5) 62.5(2.5¥ 64.2(2.8) 
130 62.う(2.q) 
6岳23•. 59{(;2. • 281) 
64.45αG .• q61 ) 
1 62.2(;. 62.8!2. 64. 
2 
624ヨぷ創47パK1223J9q2 1 }} 
5¥ 64 •• 271(32 .• q61) 
『
645.921{(i3.23ω ) l
65 
4 65.7(3.ω 
5 6F.94(02 ./) 
6 、 “6仏458m8今日U3ZL9訓2的1 } 6ε.4¥2.8¥ 7 65.8(3.2¥ 66ふ.4S[3•• 3 2) 8 
9 67.5(3.3) 
140 
1 67.汽3•. 031 ) 
? 70.7(4 
3 ， 
4 ， 
ラ
ら
7 
B 
9 
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および標準偏差〈女子〉
会等|12 才 13 才 14才| 1ラ才 | 16 才| 17 才
em kB 
123 62.5(32. 6) 
4 62.2(3.4) 
う 63.4(3.7) 
6 
64叫SC3NM(3 2 8}7 3..341 ， 
8 64. 
9 64.3(2.7¥ 
130 65.1¥3.6) 6439(L34./)| E 
1 
6ラ6吠0曳5KH33JL a 2
66.9(4./¥ 
2 66.3(:;.7 
3 66.3(3.6¥ 
67 7S907J・84到ラ61民Hi{34ea a 4c85q n 1}) 
4 66.9(3.4) 
γ1J85き79唯K6U14一47ω8q6n } } } 
5 
66成62iぺG{3  A61 
6S' 
6 7.¥.3) 70 
7 68.1(3.5) 71 
8 68.2(3.6) 723 ラ(4 ) 74.2(4.5) 9 68.3(3.5¥ 73.3(4.7) 
140 6790.6i(33-E)  743.714.2) 1 
7汚467Z4525XK4(L3a8o406a 5n823}3 1)
76.9¥5.5¥ 
7948判2aI{4叫5o356a/n D })} 
71. 78.6(4.6ら/}) ) 2 
7DAG-.7q/) } 
72. 
74時地27{LA4 e ω
79.1 8 
令二J 70.9¥3 、n. 5.0(.3¥ 78.0(4. 79 
4 71.3¥4./¥ 73. 75 •• 53)  7347tW13 4.2/)  
79 
5 
今 713 ラ3l{4L一心乃67奇q 1 } 
73. 8. 78 
6 73. 76.1¥4.4) 78.4¥3.7) 
795ラUFM(34 4 /}7 71訓3 74. 76.'1.(4.2¥ 
77 •• 37Ll(4.2f)  
79.1(4.03) 1 .9{.71
8 72.9713 4 75. 77.S1(4.56)  79.84{(4 • 80. .2/)  
9 73. 74. 76. 79.4(4.4) 80. 
150 73l(3. 51 7F.78{(4.23)  7.9241L(44 .3)  7Y384I47K14叫30 /)  80.03{(4.361 〕 
8059(L4 ./1 
75.1¥3.5) 75. 7. 80..2/1 ) 
2 745.38(l34.5q1 ) 76.03(4. 41 77.9(4.3) 78.6(3.9) 80.203(4  
81.2(4. 
3 76.3(4.5) 71.8¥4.71 79.4¥4.4) 1 .5) 
81.094{l4. 30) 4 76.314.70) 1 77 • 9iI(43 .0) 
7得99ベラ2弐1(14 343 
8790 •. 301l3 4 ./) 
80.3V/.21 (1).¥I 
う 75.写(3. 77.9(3.8) .4) 3  81.2¥4.2) 81.4¥4.2¥ 
6 76.1¥2.2¥ 
77.75{1l43. • 3) .83)  79.5(4.?2)  
81.0¥4.0) 
7 76. 731 ) 80.91L(34 .わ 82.47(14 .71 
B 79. 80.0(4.6¥ 81.1(4./¥ 81.7(4.6) 
9 79.3¥4.7¥ 80.4(3.7) 81.4¥3.7) 82.4¥4.3) 
160 80. ヲ三(53• 3) BO-69-(1l43. • 0} 81 ••  2841t(4 ./} 83 ••• 049(l43. • 0) l 79.6(3.7) 80.6(4.0干) 1.¥0) 883354)  つ 80. 82.4(4.0) 
3 、 81.5(3.7) 83.6¥3.51 83.9(4.4) 
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4. 標準表利用 上の 注ー意
ここでは，この標準表の利用と利用上の注煮についてのベる。 6才男子a，
b， c三児童の4且末における身体検査の結臭が次のようであったとする。
4. 1表 6才男子a，b， cの二児童の体位の例
児 訟 長『 長 体 E f~高 間
a 100.5cm 18・2kg 57.0crn (-2) (0) (0) 
b 108.3 15.ラ 51.0 (0) {ー 1) (-2) 
c 106.0 15.5 51.5 (-1) (-1) (-1)・
(注) ( )内の数は発育段階を示す。
年齢別標準表によって身長・保重 ・胸開・坐高の発育をみると
岳才男下 身長ノルムは
体重ノルムは
胸囲ノルムは
坐高ノルムは
1!5.'2cm-1O岳.2cm
20.7kg ~ 16.刀王宮
58.7cm-53.9Cm 
日.5cm- 剖 .2cm
坐高 |
62.0Cm 
(0) 
58.3 
(-1) 
61.1 
(0) 
.となるから， a児は，体重 ・胸囲 ・6jq商は標準段階であるが，身長は標準以下
である。 b児は，身長は標準段階で，体重・胸囲 ・坐高は標準以下である。 C
児は，坐高は標準段階であるが身長 ・体重・胸囲は標準以下である。 いま，便
宜上，標準段階をOとし，大，甚大をそれぞれ十1，+2， !l、，甚小をそれぞれ
しー今一2，とすると a，b， c三児童の年齢別標準表による段階は4.1表の括
弧で示したものとなる。次iじ身長と休重および身長と胸聞の関係を年齢別身
，長別標準表でみると，6才男子， a， b， c三児童の身長に対応する休宜およ
び胸囲のノJレムと各児童の発育段階は4.2表のようになる。
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4.2表 a，b，c三児童の身長に対する体豆および胸囲の標準段階
身長別体重 身長別 j狗悶
児童 身 長
1児段童階の 1児蜜のノ Jレム ノルム 段階， 
crt、 kg kg 何回 cm 
a 100.ラ 16.6 - 14.告 (+2) ラ5.6- 52.0 ( -ト1)
b 108.3 19.3 - 16.9 (-2) 57.9 - 53.9 同 |
c 106.0 18.4 - 16.2 (-1) 57.6 - 53.2 (-1) 
4.1表および4.2衰の結果を考え合せると，次のことがわかる。a児は身長が
極めて小である。しかし，身長にくらべて休電や胸囲が大きい。特に体重が極
めて大である。 b児は普通で、あるが，身長にくらべて体重や胸囲が極めて小で
ある。c児は，身長は低い方， また，体重・胸囲は身長にくらべて小である。
このようにして，この標準表によ り，児童生徒の体型とその発育の関係の凡
そを知ることができる。
標準表によって明らかにされた体型や発育の位置ずけは，いわゆる身体発育
の相対的な位置ずけで‘あって，健康かどうかという価値的な位置ずけではない
ことに注意する必要がある。 すなわち，身長にくらべて体重が標準以下の者は
標準以上の者よりも健康が劣ると速断することはできない。標準以下の者もそ
れはそれなりに健康であり得るわけであり，見方をかえるならば，体重発育に
くらべて身長の発育が極めてよいことになる。このような発育はf後でのべる
ように都市の子供に多くみられる。ここでは，そのような体型や発育を;示して
いるとみるわけである。しかし，この標準表による身体発育の位置ずけから，
発育の概況を客観的に知るこ とができるとともに， 特に身長 ・体重 ・胸囲それ
ぞれについて発育が極めてよくない (-2)段階以下のもの，あるいは身長に
くらべて体重や胸囲の発育段階がく-2)段階以下のものや， 5宝震の耳T例 (A
型)でものべるように，身長別平均体重や平均胸聞からのずれが次第に低下し
てくるものについては，健康な発育をしているかどうかについて注意してみる
必要があるであろう。
このように発育について問題の指摘された児童 ・生徒については，さらに，
日常の観察や疾病その他の調査結果と総合的に考えていくことにより，健康指
導の目安が一層明らかになるものと思われる。
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5.1'.趣
5.児童生徒の体位に関する事例
b 
目
ここでは，この標準表による体位の位置ずけが，性・年令・地域性および栄
養指数等芝，どのような関係にあるか，また身体車弱児童についてはどうであ
るかを， 事例なあげ.て検討するこ とにより，この標準表を利用する上の資料と
しτ提供しようとするものである。この事例は調査対象数も少く ，また，都合
により紙上調査だけでおわっているので，この結泉については'一世的な傾向を
.示すとみることのできない点もあると思われるが，凡その傾向怯みられると思
われるので，それぞれの地域の児童・生徒の実態を調べていく上の参考となれ
ば幸いである。
5.2. 調査対象の選定と調査内容
.調査対象の選定では，普通の生徒についてはp 同一生徒の小学校1年より中
学校3年までの雪国喪をみるために，昭和32年4月中学校3年である生徒を調査
対象とした。そのため調査対象校では，調主主対象に選ばれた中学校の学区内の
小学校を選定するようにした。調盆対象者は，小学校では，昭和24年4月に第
1学年入学の児童となり，その1年より 6年までの記録を調査し中学校では
その生徒の中学1年よ り3年までの記厳を調査した。また，調査対象校は地域
別に都市部・γ:・村部 ・山村部より選んだ。
身体虚弱児童は都市部で身体虚弱児童学級をもっ二校を選び，その全員を調
査対象とした。また，高等学校は都市部普通課程の一校を選び，3年の生徒の
うち男子は適当な学級を，女子は全員を調査対象と した。調査対象校および調
査対象者数は次の通りである。
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5. 1表 児童生徒の身体発育に関する調査対象校
地獄別 学 校 }IJ 学 校 名
笥l 市 部i 学 校 0 新潟市 .立礎小学校。 1 湊小学校
1 新潟小学校
‘一
中 学 校 1 寄居中学校
高等学校 新潟県立新潟南高等学校
平 村 ]'¥i5 "主f: 校 北蒲原郡豊栄町岡方第ソj、学校
1 l対万第二小学校
中 字 4交 1 関方中学校
山 村 日昔 ~ 校 東蒲原郡三 川小学校
1 綱木小学校
1 が[谷小学校
'1 船戸，小学校
. " 金山小学校
中 学 校 1 三川中学校
〔注)0叩は身体虚弱学級児志のみ.その他は普通の児輩・生徒を調査対象とする。
5. 2表 児童 ・生徒の身体発育に関する調査対象者数
普 通の児 童生徒 身体虚弱児童
小・中学校 高等学校 年齢地域別
子|女 子 |女
男 子 女 子
男 子 男 子 (才〉
都市部 71 75 125 30 
。， 20 22 
7 28 22 
平村部 65 6ラ /' /' 8 18 32 9 12 13 
山村官官 41 A3 /' /' 10 
コ，、 4 
11 ら
(i注〉新潟小学校では調査対象児童の学級のうち適当な学級を選び，その児童のうぢ調
査時に寄居中'学校3年に在学する者を選定した。
また，調査内容は5.3表の通りで，調査票記入は昭和32年6月中旬に依頼し，
7月中旬までに報令された。
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v エ /※ 印は記入不 j羽¥s・9表 身体発育に関する調査票 (上腕簡は高校のみ記入j
年身 体 備
E官 胸坐病日主なれド 虫回。長 重 閤 l高欠数 ベリヂジ c!聞腕ml'ifi';i持広ま四日入学前 |入学後指 数 保徒号 齢 cm kg 有 考
一
7 
主一一一一 一
B 
一
9 
5.3. 普通の児童生徒の事例
5.3.1. 身長・体重・胸囲の平均発育と地域性との関係
とこでは同一児童・生徒について， 6才から14才までの記録のある者を対象
にして，身長・体重 ・胸囲の平均発育とそれが地域とどのよiうな関係にあるか、
をみてい〈ことにする。
まず，調査対象生徒の環境として保護者の産業構成を示すと， 5.4表のよう
になる。
5.4表 調査対象者の保護者の産業構成
半吐別 男 二千 女 子議 l主義|言葉 1不明|計 一次卜次|二次|不明i計i産業産業産業
実数 71 
都市部
% 1.1 87.8 100 18.3 I 88.7 - I 100 
実数 51 65 49 ー ら5平村古~I
ラ6 78.5 9.2 12.8 1M 75.4 7.7 16.9 100 
実数 22 13 2 4 41 25 5 6 7 43 
山村部 。~6υ 58.7 81.7 .1;.8 9.8 100 58.1 11.6 1.4.0 1(J.3 100 
これより，都市部ではJ第三次産業が多く ，平村部，山村部では第一次産業
の多いことがわかる0・次にこれらの生徒について6才から14才までの平均発育
を示すと， 5.5表のようになる。ただし，括弧内の数は標準偏差を示す。
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5.5表
同一生徒集団の各年齢段階における発育平均と地域性との関係
担h
齢年月IJ ごC2ノ
男 子 女 子
域 身長 I 体 Ckg重~ I J淘 闘 身くCm長~I 体 (kg重~I 胸 (cm脳〉別 (cm) I Ckg) I (cmコ
6 109.6(4.6) ω叫州1.7) 109.4(4.8) 16.8(1.6) 
都 7 115.2(4.3) 19.0(/.8) 57.1(1.8) 115.α1/.8) 18.雪(2./) 55.筑2.5)
8 120.6(4.3¥ 21.8(/.9) 59.4(1.8) 120.:;(5.1) 21.8(2.5) 58.1(2.6) 
市 9 126.5(4.5) 24.2(2.2) 61.0(2.2) 126.2(5.3) 24.4(2.6) 60.3(2.6) 
10 131.1(4.6) 26.7(2.4) 63.1(2.1) 131.6(5.守) 27.4(3.3) 62.0(3.0) 
前i 11 135.7(4.9) 29.3(2.9) 64.7(2.4) 1ち'，.6(6.6) 31.き(4.5) 65.4(3.5) 
12 141.8(6.0) 32.8(/J.O) 67.6(3，/) 144.6(6.6) 36.6(5.5) 70.7(4.7) 
男(71名〉 13 149.6(7.4) 38.5(5.8) 71.4{4.4) 149.7(b.O) 42.2(5.7) 74.4{1/.7) 
女(7';名〉 14 156.8(6.7) 44.8(6.0) 76.'3.{4.5) 152.7(5.6) 45.7(5.2) 79.2{1/.5) 
6 108.3(4.0) 17.2(2.め ラ5.7(2.3) 107.2(1j.Ij.) 1ε.4(/.9) .ラ3.7(2.4)
平 7 113ぶ3.9) 20.1(2.0) 58.0(2.4) 112.5(4.3) 19.312.0) 55.吹2.る)
8 119ペ4./) 22.6(2.2) 60.穴2.4) 117.7(4.6) 21.6(2.2) 57.5(2.7) 
村 9 123.6(4.3) 24.4(2.1t) 63.0(2.0) 122.5(4.7) 23.5(2.4) 59.6(2.7) 
10 127.9(4.3) 26.8(2.ω 64.9(2.3) 127.3(5.i) 26.3(2.8) 61.7(3.2) 
部i 11 132.5(4.9) 29.3(3.0) 66.9(2.6) 133.1(6.0) 28.8(3.5) 64.9(3.3) 
12 137.4{5.5) 32.4(3.9) 69.~(2.8) 133.9(1I.4) 33，9(ι8) 69.9(4./) 
男(65名〉 37.7(5.4) 73:1(3.6) 144.5(5.8) 39.2(5.2) 75.2(4.5) 
女(65名〉 14 I 152.4(5.8) 44.α5.6) 78.rY.4./) 148.1(5.9) 44.2(5.6) 79.5(1/.4) 
6 10ラ2(4.0) 17.9(/.7) 55.3(2.8) 105.9(3.3) 18.2(2.ハ 53.1(2.9) 
山 7 111.5(4.0) 19.7(2.0) ラ7.7(2.6) 111.6(4.4) 19.3(ユ3) 56.1(2.5) 
8 1l6.7VI.5) 21.9(2.3) 59.9(2.6) 1l 7.1(~.(I) 21.9(2.6) 58.3{2.6) 
村 9 121.9(4.4) 24.rY.2.5) 62.2(2.6) 121.8({J.8) 24.2(3.0) 60.6(3.0) 
10 126.5(4.7) 25.9(2.9) 63.6(2.7) 127.8(4.8) 26.5(3.5) 62.2(3.3) 
銅l 11 131.3(.5.4) 28.4{3.4) 64.9(2.8) 132.5(5.8) 28.8(4.8) 65.rY.4.1) 
]2 135.:3(6.2) 32.1(4.3) 67.7(3.8) 137.気6.3) 35 . 6(6.5) 69.3(5.7) 
男(41名〉 1'¥ 141.2(7，/) 35.0{5.3) ， 70.7(4.2) 143.7(5.5) 39.4(6.7) 72.5(6.3) 
女(4可名〉 14 147.6(7.5) 39.9(6.6) 72.6({/'.9) 147.1(1/.6) 43.2(6.{/') 74.6(5.3) 
5.5表を図示すると 5.1図のよ うになる。
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この結果から都市部，平村郁，山村部の生徒の6才から14才までにおける平均
発育を比較してみることにする。
まず，平均の主主が有意かどうかをつぎによって検定した。
I TY"I. -'-rn~ I a12> 2ならば 5%危険率で有意
a12=-)旦主主込τ= とおくとき，
./ .，Jiム .，Ji 'a12> 3ならば 1 Jo危険率で有意
• nl n2 
とする。ただし， mは平均，.，Jは標準備差， nは被検者数とし，各文字の添
数jは都市官官， 2は平村部とする。すなわちml-m2は都市部の平均から平
村部の平均をひいた差を示す。
との結果は5.6表の還りである。ただし，x印は5%， x x 印は1%の危険率‘
で有意となることを示す。 mのj察、数3は山村部である。
5. 6表 地域別発育平均の差の検定
年
齢 IID]-m2 
6 I 1.3 
7 I 1.4 
8 I 1.2 
9 I 2.9 X x 
仔)身長。
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ロヨl- ffi3
3.5 x x 
3.4 x x 
3.'2 x 
4.4 x x 
齢 IDj-m 2. I m2-m S I m j I m s m j- m 2 ID2-m;; I mj-mS 
1.4 4.6 X X 4.3 x x -0.5 3.8 x x 
11 I 3.2'x x 1.2 4.4 X X 4.5 x x 0.6 
12 I 4.4 x x 2.1 6.5 X X ち.7 X X 0.5 岳.干 xx
13 I 4.6 x x 3.8 x 8.4 X x 5.2 x x 0.8 6.0 x x 
14 I 4.4 x x 9.2 x x 4.6 X X 1.0 5.6 x x 
(吋体 重
年 男 子 女 弓亡
鈴 D11-ー 百12 I m2-m S I mj- mg 
6 I -{).，4 -0.7 -!.1 0.4 -1.8 x x -1.4 x x 
7 I -1.1 X x 0.4 -0.7 -0.4 。 -0.4 
8 1-0.8 0.7 -0.1 0.2 -0.3 -0.1 
9 1-0.2 0.4 0.2 0.9 -0.7 0.2 
10 一0.1 0.9 0.8 1.1 -0.2 0.9 
11 。 0.9' 0.9 2.5 x X 。 2.5 X 
12 O.ぷ 0.3 0.7 2.7 X X -1.7 1.0 
13 0.8 3.0 X X -0.2 2.8 X 
14 0.8 4.1 xx l' 4.9 XX 15 1.0 2.5 
付 胸 囲
年 男 子
齢 mj- 官12 mj-.ID2 I ID2-rn3 r illj一 回 2
6 -0.7 0.4 -0.3 0.2 0.6 0.8 
7 I -0.9 X 0.3 -0.6 。 -0.岳 -0.岳
8 -1.3 X x 0:8 0ち 0.6 -0.8 -0.2 
9 -2.0 X X 0.8 -1.2 X 0.7 -1.0 -0.弔
10 -1.8 X X 1.3 X -0.5 0.3 -0.5 -0.2 
1 -2.2 X X 2.0 X X -0.2 O.円 -0.1 0.4 
12 -1.8 X X 1.7 X -0.1 0.8 0.6 1.4 
13 -1.7 x 2.4 X X 0.7 -0.8 2.7 . >< 1.9 
14 -1.7 x 5.4 X X 3.7 X X -0.3 4.9 X X 4.5. X X 
5.1図と5.6表とを考え合せてみていくことにするo'男子についてみると身長
では，都市部の生徒が一番大きく， 次が平村部，山村部の順になる。これを年
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齢別にみると都市部と平村部では， 6才から8才まではきがなく， 9才札上に
なると都市部の子供が平村部の子供より大きくなる。
平村部と山村部では，10才から12才ーまでは有意差がなく ，6才から8才， 13才
から14才の聞では平村部の子供の方が大きくなる。山村古部官と都市郁を比較する
とわ， 6才から1刊4才まて
みると，都市部と平村部では殆んど差がない。平村部と山村部および都市部と
山村部においては， 6才から12才までは殆んど差がなく，13才， 14才において
は平村部や都市部の子供が山村部の子供の休霊よ り大きくなる。胸囲について
は，都市部の子供は平村部の子供よりも胸囲が少ない。また，山村部とくらべ
ると， 6才から13才までは殆んど差がないが14才において都市部の子供が山村
部の子伏ーより大きくなる。平村部と山村郁では6才から8才までは差がなく，
10才以上になると平村部の子供が大きくなる。
女子についてみると，身長においては，都市部の子供は平村部 ・山村部の子供
り大きく，平村部と山村部の子供の間には差がない。
体重についてみると，都市部の子供が， 1二十ーから13二十ーころまでの聞におし、て，
平村部 ・山村部の子供の体重より大きくなる。しかし，その他の年齢において
は差がない。胸囲についても， 14才において都市部・平村部の子供が山村部の
子供より大きくなるが，その他の年齢においては都市部 ・平村部 ・山村部聞に
差がない。
次に，発育のi曽カ日量を比較してみることにする。 6才から14才までの8年聞に
おいて平均発育がどの程度であったか，その泊加を示すと5.7表のようになる。
5.7表 6才から14才までにおける平均発育の増加量
協1ミ機子関干ζ之¥ヶーよーの←増一地加一y~韮~j~性iト、~別 男子 女子 |
都市部 |平村部 |山村部 .都市部|平村部|山村部 l
身 長1:年間の増加盆! 引|仰| 4~.2 I 
(cm) 平均1年間憎かl拡 5.9 5.5 5.3 5.4 I 5.1 
体 重!昨間の削日誌| 2ラ.0
(kg) 平均 1年間増加品; 3.5 3.4 2.8 宅J高・ベJ 3.ヲ 3.1 
胸 囲l-増加泣i 21.5 
(cm) 平均1年間治加盈 2.7 2.8 2.2 3.2 3.2 2.7 
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この結果からつぎのことがわかる。身長では都市部の発育量が大きく，山村
討が/J、さい。体重は男子は都市部 ・平村部・山村部の}I債に，女子は都市部と平 、
村部は殆んど等しく山村部が劣る。胸囲は男子・女子ともに都市部主平村部は
殆んど等しく山村部が劣る。つぎに，男子と女子を比較するに身長で怯地域に
関保なく男下の発育量が女予の発育量よりも大きいG しかし，体重と胸囲はそ
の逆に女子の方が男子よりも大きい。
つぎに，この平均発育の増加量を各年齢段階についてみると5.8表および5.2
図のようになる。
5.8表 各年齢段階における平均発育の増加量
詩型 身長くcm) 体重くkg) 胸囲 (cm)都市部|平山部|山村部 都市部!平山部i山村部 都市部|平山部|山村証|
も~ '{ 5.'> 与.5I 6.3 2. I 2.9 I 1.8 
7- 8 5.4 5.S 5.2 2.8 2.5 2.2 2.3 2.7 2. 
E汚
~- 9 5.9 4.2 5.2 2.4 1.8 2.1 1.う 2.3 2.3 
9~1O 4.う 4・'3 4.う 2.ラ 2.4 1.9 2.1 1.9 1.4 
1O~11 4.S 4.S 4.8 2.う 2.5 2.5 1.う 2.0 1.3 
11~12 6.1 4.9 4.0 3.ラ 3.1 3.7 2.9 2.ラ 2.8 
子
12-13 7.8 7.S ち.9 5.7 5.3 2.9 3.<3 コ 3.7 3.0 
13~14 7.2 7.4 6.4 も3 6.3 4.9 4.9 4.9 1.9 
6~ 7 5.も 5.3 5.7 2.1 2.9 1.1 1.9 2.1 3.3 
7~ 8 5.3 5.2 5.雪 2.9 2.3 2.ら 2.'3 1.7 1.9 
女
8- 9 ラ.9 4.8 4.7 2.う 1.9 2.3 2.2 2.1 2.3 
9-10 5.4 4.8 6.0 3.0 2.8 2.3 1.7 2.1 1.う
!O~!l 6.0 5.8 4.7 3.9 2.ラ 2.3 3.4 3.2 2.8 
11-12. 7.0 5.8 ラ.4 5.3 ラ.1 6.8 ラ3 5.0 4.3 
子
12-13 ラ.1 5.9 ラ.8 ラ.う ラ.3 3.8 3.7 5.3 3.2 
13-14 3.0 3.ラ 3.4 3.5 5.0 3.8、 4.8 4.3 2.1 
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5.2図 平均発脊の年齢区間別機加量図
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これより平均発育増加量は各年齢区間にょうて必ずしも一定していないととが
わかる。
男子についてみると発育増加量は，都市部と平村部が概して似た傾向を示し
ている。山村部は， 1才か12才以上になると都市部や平村部よりものびが少く
なる。増加量の最大は，都市部・平村部では身長が12才から13才までのところ
か， 13才から14才までのところ。体重・胸囲は後者の年齢区聞にきている。山
-ー 29ー
村部は身長と体重が13才から14才までの聞広胸聞はJ2才から13才までのところ
に最大がある。ただし，ここでは14才までについて考えているので，14才以上
において最大を示すところがあるかどうかは明らかでない。女子についてみる
と，身長では最大を示す年齢は，都市部は1才から12才の開，平村部・山村部で
は1才から12才まで，または，12才から13才までの聞である。ただし，この資
料でほ山村部で8才から10才までの間ののびが極めて大きくでているが一般的
傾向かどうがは明らかでない。いずれも13才から14才までのところでは増加量
が極めて小さくなる。 休重は，都市部 ・平村部は大体1才から12才，または，
12:才から13才までのところ， 山村部は，1 1才から1 2才までの之とろに最大が~
:6c胸囲についても大体，体重と同じ傾向がみられる。そして，身長と同様に ー
概して，，13才から14才において増加量が減少する傾向がみえる。このようにし
て，それぞれの地域および性別によって，平均的な発育の傾向が臭っているこ
とが明らかにされた。これらのことから，それぞれの地域の児童・生徒の健康
指導においては，そ，の発育状況を客観的に明らかにして，それぞれに応ずる指
導の必要なことが考えられる。
5芯2. 身長別体重段階の分布の年齢による変化と地域性との関係
ここでは，身長にく らべて体重発育が大きいかどうか，その発育段階，-2 
-1， '0，十1，+2，の分布がどのような形になるか，また，それが年齢の増
加に従ってどのように変化するか，また，都市部・平村部 ・山村部・でどのよ
うにちがうかを考えてみるこ とにする。前節で考えた同じ生徒について，_身長
別休重段階を年齢別身長別楳準表により調査し， これを刊の段階の者，。段階
の者，Etうの段階の者，と三区分し，その比率を求めると 5.8表のようになる。
また， この結果を三角図表で示すと 5.3図の・ようになる。
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5， 9表
同一児童生徒の身長別体重段階の分布の年・齢による変化と地域性との関係
措都 平 村 部1 11 村 部
百十 | lー)I (0) I (+') 1計 (-) 1 (0) I刊|計 L一)1(0)1(+)
401 6 
4ラ 26 71 21 36 6 63 ー2 28 10 
(63) (37) (0) (100) (33) (57) (10) (100) (5) (70，) (25)' (100) 
7 39 32 
。71 9 42 13 63 4 29 7 40 
(55) (45) lO'l (100) (14) (65) (21) (100) (10) (72) (18) (100)] 
男 8 23 47 l 71 5 43 1う 63 3 (8353 ) 
凹4)匂o4m Q (83) (66) (1) (100) (8) (68) (fJ4) (100) (8) 
9 
25 44 2 71 10 39 14 (10時03) 
4 26 10 
(35) (62) (8) (100) (16) (62) (2，g (10) (65) (25) (1 
10 24 45 2 71 8 42 
13 63 う 28 
U87)(10400 l (34) (68) (8 (100) (18) (66) (21 (100) ¥13) 。(69)
11 27 
4ラ 1 71 II 41 11 63 7 28 
(135}(1040 )(38) (61) (1) (100) t1η (61) (17 (100) (18) (19) 
12 28 "-2 1 i，1 9 44 10 63 4 62 10 40 子 (39) (60) (1) (100) (1.(.) (70) (16) (100) (10) (65) (25) (100) 
13 29 41 
1 71 l2 38 13 63 7 27 6 40 
(41) (58) (1) (100) 119) (60) (21 (100) (18) (67) (15) (100) 
14 2ラ 44 2 71 8 45 
10 63 10 26 4 4D 
(35) (63) (3) (100) (18) (71) (11J (100) (fl5) ¥65) (10) (100) 
6 36 31 3 70 2弓 34 3 62 ラ 21 15 41 (51) (44) (4) (100) (40 ¥55) (5 (100) (12) (51) (37) (100) 
7 23 45 2 70 7 46 9 62 6 25 10 41 (33) (64) (3) (100) (11) (74) ¥15) (100) (15) ~61 ) (24) (100) 
立; B 20 '43 7 70 4 46 12 62 8 22 11 41 (29) (61) (10) 1100) (6) (74) (20 (100) (19) (5.4) (s7) (100) 
9 21 47 2 70 6 46 10 62 
4 27 10 41 
(30) (6η (3) (100)' (1σ) (74) (18 (10Q) (10) (66) (24) (100) 
10 21 45 4 70 9 44 9 62 6 24 (S171 
41 
(80) (64) (8) (100)1 (15) (70) (15) (100) (15) (58) (100) 
11 11 56 3 70 15 ・ 43 4 62 10 19 12 41 (16) (81) (9) (100) (24) (70) (8) (100) (24) (47) (29) (100) 
12 17 50 3 70 9 46 7 62 
4 20 
1417 } 10401 )子 (2的 (73) (3) (100) (15) (74) (11) (100) (10) (49) 
13 17 48 5 70 7 49 6 62 7 26 8 41 (24) (69) (7) (100) (11) (79) (10) (100) (1η (64) (19) (100) 
1戸 11 53 6 70 6 48 8 62 7 28 6 41 (18) (75) (9) (100) (10) (78) (12) (100) (1η (68) (15) (100) 
(注〉 仁 〕のない数字は実数，く 〉内の数字t土その%を示す。
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5.3図 問一生徒集団の身長男1]体E段階の分布の年齢による笈化を示す三角図
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まず， 三角図表の見方についてのべると，X軸は付段階の%'Y~i!ÍIは的段階の
%を示す。Z軸は斜辺からの垂直距離で，0段階の%が示され， x. Y・Zの
%の合計は常に100%になる。たとえば， (1)男子について平村郁の 6才をみ
ると，H段階が33%，fi段階が10%，0段階が57%となる。また，この三角図
-32-
表で数値は年齢を示しているので，年齢の変化によって，各段階の者の比率が
ど、のように変っていったかが容易にみらかる。人数が少い関係か年齢によって
比率の変化が大きい。概観してわかることは，都市部では，付およびOの段酵
の者が多く，けう段階の者が少い。男子についてみると，標準段階の者が凡そ60
%~70%，付段階の者が35%程度主なる。また，女子は，年齢とともに標準段
階の者が多くなり，それだけけ段階の者が少くなる。 ?平村部では6才のとき男
女kもに付段階の者対多く，身長にくらべて体重の不足している者が多かった
のが，年齢の増加とともに身長の割に体重の多い児童が多くなり，中学2・3
年にたると，付段階の者と的段階の者が閉じようになる。標準段階の者につい
てみると， 男子では九そ60%~70%，女子では70%~80%程度となる。山村部
についてみると，男女ともに始めは身長にくらべて体重の大きい者が極めて多
いが， 年齢の増加に従って休重の大きくなる児童が少くなってくる。しかし，
都市部ほどにはならたい。
以上概観して，都市部・平村部・山村部の特徴的な傾向をみるこ之ができた。
5.3.3 身長男IJ胸囲段階の分布の年齢による変化と地域性との関係
前節の生徒について身長別胸間段階の分布の年齢による変化を示すと5.10表
および5.4図のようになる。
5.10表
同一児童生徒の身長別胸間階段の分布の年齢による変化と地域性との関係
盟;都市部
平 村 吉日 山 村 部
iー)I (0) 1 (十)I計 (ー)1 (0) ， (十)I計 (ー)1 (0) 1 (十)1計
6 14 1 71 10 
斗ラ 8 63 7 25 8 40 
(20: (79) (1) (100) (1(1) (71) (19) (100) (18) (62) (20) (100) 
7 18 51 
? 71 8 ~:5 10 63 3 28 9 40 
(25) (72) (3) (100) (13) (71) (16) (100) (8) (19) (23) (100) 
s 1斗 56 71 12 44 7 63 5 25 10 40 
男 (20) (79 (111 (100 (19) (70) (11) (100) (13) (62) (25) (100¥ 
9 18 ラ2 l 71 5 52 6 63 3 29 8 40 (25) (74) (1)1 (100) (8)1 (82) (10) (100) (与) (72) (20) (100) 
10 '23 46 2 71 10 47 6 63 3 32 5 40 (32) (15) (B)I (100)1 (16)1 (74)1 (10)1 (100)1 (8)1 (79)1 (13)1 (100) 
11 29 41 l7141 518 臼 91 271 41 40 子 (41) (58) 凶 (1曲 )1 (1的 ({87171(18JU加 )1(;釘)1(6η (10)1 (100) 
.12 28 42 1 711 1 491 131 631 81 231 91 40 (39) (60う (1)1 (100) 切) (77)1 (21)1 (100)1 (20~ (57)1 (23)1 (100) 
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¥ミ空IJ一空市部 平村部 山村部
命31¥52府F汀(0)I (+) i計(ー)I (0) I (+ll 計(ー)1 (0) l.(+) I計
;~ 1 351 :3弓 711 61 411 161 631 51 271 8 叫品40 
13 I (.fy)1 (50il (i)1 (1o'o)1 (10')1 (115~ (:851 (10~Ó)1 (13)1 (6η (20}1 (1 
201 491 21 711 31 421 181 631 141 221 4 
14 1 (ti~ (7i~ (s)j (100.)1 (5)1 (ßi~ (ia)1 (10O)1 (8-5I (5-6)1 (10)1 (1 
I 6 I .1ラ 531 2' 市 171 3~ 61 621 ~ 221 121 41 16 伊1~ (78 A (8)1 (1ω)1 (27)1 (68~ (10)1 (100)1 \14~ (57)1 (29)1 (1ω 
171 "'81 51 701 1弓 401 71 621 61 231 11 41 
7 1 (i4)1 (6911 (7)1 ( 1o'Õ~ (i41 (05)1 (11)1 (10i1 (14~1 (.5:9}伊7)1 (1001 
主:I n I 16 付 101 701 191 851 81 621 81 241 81 41 
8 1 (:e31 (10¥1 (14)1 (100) 切1)1 (66)1 (19)1 (100)1 (20)1 (80): (20)1 (1001 
141 511 51 701 151 391 81 . 621 41 26 101 41 
9 1 (io¥1 (ii~ (i~ (1 00~ (i)1 (63¥ (uil (10-)¥ (10~t (6(f)1 (24ll (10-j 
221 481 01 701 101 481 41 671 101 191 11 41 
201 481 21 701 131 401 91 621 10! 231 71 41 
11 1 (i9)j (6ij (i~ Uo'O~~ (ill (84l U5~ (10"0)1 (24)1 (59~ (17)1 (10O: 
111 511 81 701 31 481 111 621 91 '221 91 41 
子 12 1 (I6il (i9~ (1iil (100~~ (5)1 (7)1 (iS)j (10o)1 (22)1 (581 (22)1 (10Ò~ 
12 胃01 81 701 31 371 221 611 101 231 71 .0;1 
13 ， (1η(72)/ (11)1 (100)/ (5)1 (59)/ (38)， (100)1 (24)1 (59)1 (17)1 (100] 
71 461 171 701 11 411 201 621 141 221 41 41 
14 1 (10) (61)1 (241 (100~ (2)1 (86~ (92)1 (10，0)(S4~ (56)1 (10)1 (10Oi 
5.4図 同一生徒集団の身長別体重段階の分布の年齢による変化を示す三角図
(1)芳子
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男子についてみると都市訴は年齢に関係なく付段階の者が多く，平村部では
11才以上になると次第に柿段階の者が多くなってくる。日i村部では，的段階の
者が多いが年齢の増加にも従って付段階の者が多くなる。女予についてみると，
都市部では，年齢の増加に従って付段階より(刊段階の者が多くなる。この傾向
は平村部についてもいわれある。山村部は男子の山村部の場合と同じ傾向があ
る。
• 
5.3，4. 身長別体重段階および身長別胸囲段階と裳養指数との関係
ここでは，栄養指数として高等学校3年 (17才〉を対象として測定した上腕
(注1)
国営考え，これと身長別体重段階および身長別胸囲段階との関係についてのベ
る。上腕囲の測定では仲展位上腕囲の最大囲を巻尺で測定するのであるが，こ
れは被検者の右腕を掌を内側にむけ・腕と指を仲したまま略水平に前側方にあ
げ，上腕挙上筋以外の諸筋はなるべく弛緩させ，上腕二頭筋の最も太いところ
で長軸に直角に巻尺をあてて目盛を読む。測定は昭和32年 4Jj下旬に実施さvれ
(注2)
上腕囲の分布は5.1表のようになる。
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5.11表 17才生徒の上腕囲の分布
2当時ラ 女子突数 t% 
19 一 l 3 
20 6 5 i 3 
21 18 14 8 27 
22 28 22 8 27 
23 33 26 6 20 
24 22 18 う 17 
25 10 8 1 l 
26 6 5 
27 2 2 
計 125 100 30 100 
平均 23.2 - I 22.6 
く注〉 上院囲区分 21cmは21.()Cm-
2I.9cmをあらわす。他も同様
である。
これより上腕囲の分衡は男子は20cmよ
り27cm;l:で，女子は18cmより25cmま
でにわたっており，男子の平均は23.2
cm， 女子の平均は 22.6cmである。し
かし，上腕屈は性別によって基準が異
るので，この結果を直接比較すること
はできない。
つぎに，上腕聞と身長別体重の関係を
みるために，上腕囲と身長別体重段昨
との相関表をつくると 5.12薮のように
なる。
5.12表 17才生徒の身長別体重段階と上腕固との関係
様仁.--._型性企別 男子 女 子
一2.1一11 0 1+11+2[ 計 -21ー110 1+11+21計
19Cm 一 一 一 一 1 
20 3 2 1 6 1 
21 5 う 8 一 18 . 4 4 8 
22 一 B 26 28 1 • 7 一 B 
23 7 26 33 一 ラ 1 一 6 
24 てR 18 2 一 22 4 一 5 
25 一 6 4 10 一 1 1 
26 一 2 3 1 6 一
27- 1 1 2 
計 81 24181  IOJ~~_1 1到ゴ_7l_竺J_~上=-L 竺
これより全体的な傾向として身長別体重段階の高い者の方が低い者よりも上
腕聞が大き〈なる傾向がみられる。すなわち，身長にくらべて休霊の大なる者
の方が/j、なる者よりも栄養指数が大きくなる傾向がある。両者の相関係数を求
めると男子では0.651，女子では0.694となり相当に高い栢関を示しているとい
うことができる。
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つぎに，身長別胸囲段階と上腕固との相関表は5.13表のようになる。
5.13表 17才生徒の身長別胸囲段階と上腕屈との関係
組J 女 子-21-11，0 1+11+21計 -21-110'1+11+21計
19 1 
f 
20 う 1 6 1 l 
21 2 9 7 18 FうJ 5 8 
22 8 20 28 2 6，一 8 
23 9 23 1 33 61一 6 
24 5 16 1 22 5 一 ろ
25 8 2 10 1 
26 6 
27 11 - 2 
計 7[ 31 1田| 21 125 1 ~ [ 6123.1 "11一150 1 
これより全体的憤向として身長引胸囲段階の大きい者が上腕園も大きくなる
j質向がみられるが，身長~IJ体重段階の場合ほど顕著でなL、。両者の相関係数は
男子で0.566，女子では0.489となる。
5芯5. 個々の生徒の発育事例
ここでは侃々の生徒の発育事例として，都市部 ・平村部 ・山村部の14才男子
より各特徴的な生徒1名を選んで、のべることにする。
(1) A生徒の事例 (都市部14才男子〉
都市部の生徒Aは小学校入学前は特別な病気をしていなし、。入学後の発育そ
の他の状況は5.14表の通りである。
(注)1.体力測定(古田主主信若〉参照
2.新潟南高校 鳥文治郎氏の測定による。
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5.14表 A生徒の身体発育その他の状況
年身 体 聞開 発脊噌加盆 務E自関E2T耳21|2f聖路議 入学後の状況
長
(重kg)!(cm)l(身cm長)[体(k重E)||(胸Cm囲) → 存くk歪g〉|7〈Ecm官〉主な剣病|病欠数日I雪時惹間虫保有齢 (cm)
61113.01 17.7 附)-19 ー2.41-1 -1 なし 。否 なし
日.61 2.31 1.5 
71186200560) -17 -31 ーl -1 1 。1 1 
5.01 3.01 3.0 
81123.61 23.0旬。}6.61 2.01 :.21 -~j -~j 0 。" 。1 1 6.61 2.01 :.2 
9m250602) -2ラ -3.81-1 -1 1 。1 1 
4.61 1.う 2.3
101134.81 26.5ω) -3L-m-1 -1 1 。1 1 
4.21 2.01 0.7 
111別 285 632) -46 ー ラl ー1 -1 1 。1/ 1 
5.11 2.51 0.8 
12 附 抑制~I} →11 -6.3 ー1 -2 1 8 1/ 1 
5.91 4.01 4.0 
1311ラ0.0 三5.0 岨 0、'〉t言4if7a33 } 63 ーふ61-1 -1 1 1 1/ 1 7.01 4.0 
141160.31 42.01 72.01' 1ii' 1 1 1-8心 -8.01-2 -2 鼻炎 1 1/ 
! (24.3)ll17.弓}
ここに「発育増加量J 欄はたとえば身長についてみると 6才~7才までの増
加量は18.6cm-13.0cm=5.6cmと計算されるわけで、ある。その他も同じ。ま
た， r身長別王子均体重及び平均胸囲との差」欄はつぎのように求められてい
る。たとえば，男子年齢別身長別体重標準表の6才の標準表についてみると，
この生徒の身長 1 1 3.0cm~こ対応する身長別平均体重は18.õkgとなる。 A生徒の
体重は17.7kgで、あるから，その差は17.7kgー 18.kg=-1.8kgとなり，平均体
重よりも1.8kg少いことになる。このー1.8が休霊の項に示されていることにな
る。以下胸囲の項も閉じように付で示されたところは平均体重あるいは平均胸
囲よりもそれだけ不足していることを表わし，逆に的で示されていれば，その
生徒の体重や胸囲が平均体重あるいは平均胸囲よりもそれだけ大きいことを表
わしている。 「身長別体重段階および胸囲段階」は， 4章で示したと同じ考え
で示されている。A生徒は，入学後おもな病気をしていないし病欠も少い。栄
養要注意者にかい当していない。また回虫の保育もないことがわかる。
つぎに，年齢別標準表によ って，A生徒の各年齢における身長 ・体重・胸囲
の発育段階を示すとつぎのようになる。この見方は4章で示した通りである。
ただし標準段階Oの添記号制は年齢別平均より大なることを示す。 たとえ
ば， 6才の身長についてみると年齢別平均は10.7cmで，A生徒の身長は113.0
-'38 -
cmで， A生徒の身長が平均よ り大*'.Jいから例となる。同じように付は年齢別
平均よりも，J、，添記号のないOは年齢別平均と一致にいることを示す。
5.15表 A生徒の年齢別身長 ・体重 ・胸囲の段階
年 佐間ヘ，(才)1 6 7 8 9 ;0 11 12 n 1-4 
身 。+ 。+0 + 。+4・1 。+ 。+ 。十 + 1 
体 。一一o 0+ 。 -0 0- 0- 0- 0-
胸 困 0- oー 。ー 0- 。ー 0- -1 一l 0-
これでみると， 14才では身長は普通の生徒よりやや大きい方で，体重や胸囲は
普通ではあるが，平均より小さい方である。つぎに身長にくらべた体重をみる
と，8才のときがD段階で身長相応の体重とみられるが，その他ではー 1段階，
または， -2段階で身長にくらべて体重が少い方であるc このことは胸闘につ
いてもいえる。いま，身長にくらべて体重や胸囲の少い状祝をみるのに，r発
育培カ日量」欄について累年の傾向をみるとつぎのようになる。 5.14表より S才
から14才までの発育増加蓋合計は身長47.3cm，体重は243kg，胸囲は17.5cm
である。これを5.7表における都市部の生徒の発育増加量と比較すると，身長
の増加は普通であるが，体重と胸囲の増加が不足しているということがわか
る。年齢別にみると体重では 8才~10才・ 胸匠で』ま1 0才--11才， 1才-12才，
13才-14才におけるのびの少いことがわかる。 つぎに「身長別平均体電および
平均胸囲との差」の欄についてこれを図示すると 5.5図のようになる。
5.5図 A生徒の体重および胸凶の身長別平均体重との差
および平均胸囲との差の作曲告による変化
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この図では横軸は年齢，縦軸は身長別平均体重および平均胸囲と恒差を示し
ている。また，明， H， 0は身長5'JU体重および身長別胸囲の段階を示してい
る。すなわち，14才についてみると，体重・胸囲ともに身長別平均体重や平均
胸囲より 8kgおよび8cm小さくいずれも -2段階である。これより年齢とと
もに体重や胸囲が次第に平均体重や平均胸囲から遠ざかり体重や胸囲の発育量
が平均にくらべて少くなっていくことがわかる。 このように滅小傾向が甚だし
く，14才で-2段階になっている生徒においては身長と体重および胸囲の発育
のパランスの上で問題があるかどうか，いろいろの面から調査検討し，指導よ
，留意していく必要が為ると考えられる。
いま， このA生徒の体重や胸囲の変化を以上のように身長引体重や身長別胸囲
とくらべてみるのでなく，全県の年齢別平均休電および平均胸囲とくらべてみ
るとどのような傾向がみられるかについて考えてみる。それにはA生徒の体重
および胸囲を年齢別標準表における全県平均とくらべてみればよし、。その差を
求めこれを図示すると 5.6図のようになる。この図と 5.5図を比較すると，身長
5.6図 A生徒の休重および胸囲の全県平均との差
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の変化を考-えた体重の変化を表わしている5.5図の方が，身長の変化を考えな
いで，ただ休重・の変化だけをみている5.6図の方よりも一層， そQ発育傾向を
明らかに示していることがわかる。したがって，体重の変化をみてい〈には身
長の変化を考えた体重の変化をみていく年齢別身長別標準表を用いた5.5図を
考えていく方が，その傾向を明らかに知ることができると思われる。 このこと
は胸囲の変化をみていぐ場合にもいわれる。
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(2) B 生徒の 事 例 (平村部14才男子)
平村部の生徒Bは，小学校入学前は特別な病気をしていない入学技の発育そ
の他の状況は5.16表の通りである。
5.16表 B 生徒の身体発育その他の状祝
胸囲 発育増加量 器製品説控室雪協議書 入学後の状況
鈴 (c長m) I (kg) (身cm長~ 1体(k重g)|(胸cm囲) 官(k孟:51胸囲 訴(k事g)一I下(c司m)ー主病問|数日j栄要岡l虫保有(cm) (cm) な気欠 述
6 105.0 17.0 ラ4.0 0.2 ー しl 。 0なし 。ヌι4之 。
7 110.8 20.ラ 58.0 1.7 0.9 十 1 。"。" 。
8 115.4 23.5 59.ち 2.6 0.3 十 1 。" " なし
9 119.3 25.5 62.0 2.8 0.9 +1 01 " 。" 。4.81 2.01 2.0 
10 124.1 27.う 64.0 2.6 1.1 +1 。"1 " なし
ヘ
1 128.6 31.5 68.0 4.4 3.1 +2 +1 " 17 " 1 
.12 133.6 33.ラ 71.5 3.2 4.6 +1 +1 " 4 " 。
13 143.3 41.5 78.0 5.3 6.5 十2 十2 " 1 " なし
(46.2) 
14 151.2 49.ラ 81.5 6.4 5.3 十 2 十 1 " " なし(32.5)1 (27.弓1
B生徒は，入学後主な病気をしていない。病欠は1才のとき17日あるがその
他ではあまりない。栄養状態にも問題はない。ただ回虫を時々保存していたこ
とがあるが現在は保存してない。各年齢における身長 ・体重・。胸囲の発育段階
を年齢別標準表によってみるとつぎのようになるの
5.17表 B生徒の年齢i.liJ身長 ・体重・胸囲の段階
年 齢(才:>1 6 7 8 9 10 11 12 13 14 
身 長 1ー 0- 。一 0- 。
体 重 。ー 。 。+。+ 0+ 。+。+。+。+
胸 囲 0- 0- 。】 0- 0- 。+。++ 1 + 1 
これにより，14才についてみると，身長 ・体重とも標準段階で14才としては
普通の大きさである。胸囲は+1段階で大きい方である。 6才からの変化につ
いてみると身長は最初小さい方であったものが11才より 標準段階となってい
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る。体重は，始めから普通，胸囲は最初普通であったのが，13ホより大きい方
になる。以上のととから，身長と体重および胸囲の関係について凡そのことが
五かったわけであるが，さらに，身長別体重および胸囲についてみると 5.16表
ちで示すように，特に身長別体重や胸囲の段階が年齢とともに十ド 十2段階と
なってきているととから身長にくらべて休重や胸囲が次第に大きくなってきて
いることがわかる。 6才から14才までの8年聞におけるのびの状況をみると身
長は46.2cmで， 5.7表とくらべると都市部の生徒の発育に近い。
これに対して，体重は32.5kg，胸囲は27.5cmとなって A生徒!とくらべて増加
量が大きい。身長別平均体重，および平均胸囲との差を図示すると 5.7図のよ
うになる。
5.7図 B生徒の体重お注び)胸聞の身一長別平均体重との差
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および平均胸囲との差の年齢による変化
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これより， 年齢とともに体重や胸囲が身長別平均体重や平均胸囲よりも次第
に大きくなっていくことがわかる。 5.17表によって指摘したように，身長は
-1段階からO一段階になってきているこ之がわかるし，その発育増加量は都
市の生徒と大してちがわない。このような身長発育にくらべて体重や胸囲の発
1 育のこの傾向は，極めて充実した型を示しているものと考えられる。 A生徒と
対しよう的な型を示していると恩われる。
(3) C生徒の事例 (山村部14才男子〉
山村部のC生徒も前の生徒と同様に小学校入学前には特別、な病気をしていな
い。入学後の発育その他の状視は5.18表の通りである。
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5.18表 C生徒の 身体発育その 他の状況
|年 長身 重体 胸囲 輔腕翠l体Z署L器~ro) I 棚楼|入蜘状況
書告 (cm) (kg) (cro) {身Cm長)I体(k重g}l|(胸cro囲} 体(k重g) 胸(cm囲.)i主な病気病欠数日I栄養注;なi回虫保宥
t 
6 106.0 17.5 55.0 0.2 -0.4 。 0なし 2 否 なし
0.5 
7 111.4 19.0 55.ラ -0.2 -1.8 。 01 " 2 1 11 
2.0 
8 117.1 22.5 57.5 1.1 -1.9 。 01 1/ 3 I1 I1 
3.71. l.u 
9 120.8 23.~ 60.0 -1.3 。 。" 2 1 I1 1.5 
10 126.0 25.2 61.5 -0.9 -2.2 。 。"。 I1 1 0.5 
1 130.0 27.5 62.0 -0.3 -3.1 。-1 " 7 I1 。2.5 
30.8 12 135.0 64.5 _:0.2 -2.9 。- 1 1 4 I1 1 
i{4計1B1A 601 66 
4.0 
13 143.0 37.4 68.5 1.2 -3.0 。 01 1 2 1 1 
7.1 "6.5 
14 154.6 44.ラ 75.0 -0.7 -2.4 。 。" 1/ 1 (27.01 (20.0 
C生徒は入学後主な病気をしていなし、c栄養についても問題はないし，匹虫
についても現夜は問題はない。各年齢における身長 ・体重 ・胸囲の段階を年綿
別標準表によってみると 5.18表のようになる。
5.19表 C生徒齢千齢別身長 ・体重・胸囲の段階
年 齢 6 7 8 9 10 11 12 13 14 
;r 長 lー 0- 0- 。ー 0- 0- 0- 。+
体 主 0- 。ー 0- 。ー 0- 0- 0_ 。ー 。+
胸 凶 。--1 -1 。一 0- lー 0- 0-
これより14才についてみると身長 ・体重 ・腕囲とも普通の大きさの子供であ
る。6才か.らの変化をみると，身長は小さい方であったのが普通iになる。体重
は始めから普通，胸囲は普通であったり，やや小さくなったりしている。全体
に普通としても少し小さい方である。つぎに， 身長別平均体重および平胸囲と
の差を図示すると 5.8図のようになる。
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5.8図 C生徒の体屯および胸凶の身長沼IJ平均体重との態
および平均胸例との差の年齢による変化
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これより，年齢
とともに休重は身
長別平均より大き
くなったり小さく
なったりしている
ことがわかる。胸
囲は身長別平均掬
囲より小さいが，
格段と減少する傾向は示さない。
発育増加量をみると，身長は8年聞に， 48.6cmの増で5.1表によれば都市部の
生徒の平均なみであって極めてよいa体豆は27.0kgでこれも平村部の生徒の
平均なみである。胸囲は20.0cmで山村部の生徒としてはややよい方であるが
都市部や平村部の生徒よりは劣っている。胸囲の発育がやや少い方で，全体と
しては普通の大きさの生徒であるが，比較的均衡のとれた発育をしている。
いま， A生徒のような型をA型，R生徒，C生徒のような型をB型， C型左よ
ぶならば調査対象全体を遺してみると都市部，平村部，山村部を通していずれ
にも， A型，B型C型を示す生徒のいることがわかる。これらのうち， c型が
特に~いようである。
5ん身体虚弱児童の事例
5.4.1. 入学前および入学後における主な病気ならびに年間 .
平均病欠日数
ここではまず，身体虚弱児童全体が入学前および入学後において患ったおも
な病気ならびに，年間1人平均の病気欠席日数がどのようになっているかにつ
いてみると 5.21表のようになる。ただしたとえば1年生については6"'}"児の
みについて考え， 7才で1年のものは除いてある。 2年以下についても同様
である。このようにすると調査対象者数は5.20表のようになる。
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5.20表 調査対象の身体虚弱児童数
性、~自1\j『』~~学~年~別~I 年 2 年 I3 年 4 年 I5 年 I6 年 |
男 =子 20人 18人 l人
女 子 22人 32ノ¥ l可人 I 4人 l 5人
なお， 5.21で「入学後の主な病気様子j欄は，同一児童の病名や身体の様子
が何個学年かにわたっている場合その病名は1とし，他の児童がその病気をし
た場合はその数を合計した。従って，たとえば，2年男子について入学後の荷
気欄には，入学後2年の調査時までにかかった病気がかかげられているという
ことになる。 また，病気欄に括弧で示された数量はその歩斑変を示す口数値の示
されてないところの頻度は 1人 をゐらわす。これより，病気の種類が極めて
多いことと，重い病気のあることがわかる。
5.21表 入学前の主な病気および入学後各学年までにかかった
主な病気と年間1人平均病欠日数
ilP匂|探知12合会1P前吋1諸官李鵬a
;およ;;;剛山;|223lii
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'.' 年学 男 二子 女 ナ
ス入学者の主な I入'輔;><¥"の主なI錯欠席，綜B数入学者の主なI入学者?開な偶|席者会数病 気病様子 病 気病気， 子 欠日数
腸カ タル 外 耳 炎 限 験 炎 扇桃腺炎
扇桃強肥大 湿 疹 (2) 小児結核(2) 腎 i厳 o々、
百日咳 (0) 心臓!脚気 肺 炎 位) ぜんそく
2年 心 臓隣l'気 限 険 炎 . 湿 疹 風 邪 (2) 
?銀 疹 扇桃線炎(幼 腎 臓 炎 腕 E委 i間
".-町、、中耳炎 (2) 肺 浸 i筒 . ぜんそ、く(2) 盲 勝 炎
男女 肺 炎 (2) 中 耳 炎 トましカミ(4) 1市門淋巴腺炎
7822 気管校 左右.(灰肺沈腺着傍〉 百日咳 (3)
名、J名 カタル (3) 目首 膜 炎
はし カミ(5) 腸カ タ ル
気管校
， カタル (2)
‘ B ， 風 邪 (2) 
腎 臓 炎
ID!i 炎
小児ぜんそく 肌ゃれ下校炎冊 肪朕肥厚
向家 。中毒 同家中毒 百 、日咳 (8) はしか (2]
主のき主12 民u 肺炎 (2J 風邪 (3J 小児まひ 抑 経痛
百 日 咳 (2J 慢性中拝炎 腸へいそく 扇桃腺炎
気管校炎(2J 扇桃腺肥大 腹 膜 炎自家中若手
3年 中耳炎 心 臓症 肋 膜炎 腸 炎
ほしか (2) ベんまく 日市 炎 (4) 流 感
大腸カ タル t主 し IJ' ヂ 7テ リヤ(3) 小児 (2)
女男 ひきつけ
. H市 炎 自家中毒(2) ぜんそくa・
小児結核
.百 日 E支 腎臓炎 肺浸 j関
ラ218 t土しか (9) 中 耳 炎名名 慢性鼻炎(3)、‘・ー" 栄る種義不A足によ
の病気 扇桃!践肥大(5)
小児 結膜炎
ぜんそーく (3) 
急性腎臓炎
疫 認1 (3) 頚腺 肥 大
中耳炎 (3)
肩桃線炎(2)
腕 炎
J 
腸 炎
l市門淋巴腺炎
.十 二指 腸虫
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中男子 J調 女子
者の封 |ス?の主なFi 入学者の主な |入安の主なF官会
数病 気病様子欠 病 気病様子欠
赤痢 風邪
年¢のI2きをと誇lι;4 H u t 肺 炎 同
疲労しやすい
言:1~ 4年 軽度脱腸 結;骸所童見の 百日咳(必 喉内炎水痕 児 (3) 自家中毒 結核所窓見の疫痢 肺炎 小児まひ 児 (2)
男女 腎臓炎 濡桃 l涼炎4111水痘 年のヨきと I ~同。123 l湯カタ fレ 気管校炎 のき日 左脚目見臼名名、ー.圃. 大腸カタ Jレ 肺 炎
Eド 耳 炎
日年
総膜炎 腕 炎ぜんそく年のlきと1古u M 
し か腎臓炎
肺門淋巴腺炎 <b ._.圃・培、
司子
勢ょに 肺結核
34 
名、、-名J 
• ‘ 
な し t.t し 年;はしか (2) 気管枝炎
のき 中耳炎 肋 膜ー 炎
6年 肺炎 (2)
， 関節炎 慢性鼻炎
."・・、
湿疹 鉾踊病男女
1 5 
、名-名.-
5.4.2 身長・体重・胸囲の平均発育
ここでは前節にのベた児童について，身長 ・体重 ・胸囲の平均発育を考え
る。各学年のそれぞれの年齢における平均発育は5.22表のようになる。
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5泣表 ' 身体虚弱児童の身長・体重 ・胸囲の平均発育
1年 12年[3年 |伴 15年 16年 1年 [2年 [3年 14年|咋[6年F量iEt3周山 男
120人]28人[18人:112人]3人 I 1人 22人 122人[32人 113人14人 15人
6才 111.9 109.9 .109.9 111.1 107.4 110.0 109.7 109.2 108.4 108.3 106.1 104.9 
身 7 -1115.2 115.5 116.5 113.4 114.5 -1114.6 113.6 13.5 113.9 110.1 
8 一 一 120.6 122.0 119.2 119.0 -1119.2 119.0 119.8 1 15 .~ 
長 9 一、127.3124.9 124.2 124.1 125.1 120.5 
cm) 10 -1128.5 128.8 -1130.5 126.8 
11 一 一 133.3 -1133.1 
6 17.6 18.0 17.01 17.8 18.1 17.2 17.01 17.4 17.1 15.7 
体 7 20.0 18.91 19.8 18.8 19.7 -'1 19.2 19.1 18.01 17.8 18.0 
8 20.81 21.6 20.9 20.5 21.0 20.DI 19.5 
重， 9 -1 23.9 22.9 21.8 22.41 20.9 21. 
くkg) 10 25.4 24.0 -1 23.6 24・l
11 一 -1 27.1 -1 2f.4 
6 55.6 54.5 う3.2 54.3 53.6 54.0 53.6 53.3 52.8 ラ1.7i51.4 50.1 
7 -1 57.0 5ラ3 55.8 55.3 55.0 一男.2 54.8 53.4 53，6 52.<; 
8 -1 57.4 57.8 57.2 58.2 -1 56.8 55.4. 54.7 55.0 
囲 9 -1 60.3 59.0 59.5 -1 57.2 555 56.0 
くcm) 10 -1 61.0 61.6 一
11 -1 62.01， 一 -!60.1 
(注〕この表では，たとえば， 3年生男女18人の身長平均は6才のとき 109.9cm，7才
で 1155cm，8才で 120.6cmであることを示す。
5.22表よ り各学年の児童の平均的な発育の段階を年齢J.liJ標準表でみると5.2'3
表のようになる。ただし， 0段階の添記号+，ーは5.15表の場合と同じ意味の
ものである。
5.23表 身体虚弱児童の平均発育の段階
断言竺| 男 子 | 女 子
大当胸囲寸別1 年[2年[3年[4年|ラ年[6年 11年 12年 13年 14年 5年|む年
身長
体重
胸囲
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この結果から各学年とも平均的にみると，身長は，男女ともに普通，体重は
女子の5年がく-1)段階でその他は普通，胸囲は男子では3年 ・5年 ・6年，
女子では4年・ 5年 ・6年が(-1)段階でやや小さい方，その他は普通とな
る。年齢別会県平均との差は殆んど大部分(ー〉である。これより全般的に小さ
いことがわかる。特に胸聞が小さい。つぎに，各学年児童の累年の発育培カ日量
をみると5:24衰のようになる。
5.24表 身体虚弱児童の各年齢区聞における平均発育の増加蓋
.t:. 子言闇7年I3年G年|昨I6年 2 i:p I 3年I4年I5年I6年
6- 7 5.3 5.6 5.4 6.0 4.5 5.4 5.2 5.2 7.8 5.2 
」主 7- 8 5.1 6.ラ 5.8 4.5 5.6 5.5 5.9 5.3 
8- 9 5.3 ラ.7 5.2 5.1 5.3 5. 
長 9-10 一 3.6 4.6 5.1 5.9 、(cm) 
10-11 一 一 4.5 一 6.3 
6- 7 2.0 1.9 2.0 0.7 2.5 1.8 2.0 1.6 0.4 2.3 
体 7- 8 1.9 1.8 2.1 0.8 一 1.9 2.0 1.7 1.2 
8- 9 2.3 2.0 .1.3 2.4 1.4 2.0 
E 9-10 2.ラ 2.2 「 2.i 2.8 
(kg) 
:0-11 一 一 3.1 一 3.4 
6- 7 2.5 2.1 1.5 1.7 1.0 2.9 2.0 1.7 2.2 23 
胸 7- 8 2.1 ?.O 1.9 3.2 一 2.0 2.0 1.1 2.6 
8- 9 一 25 1.8 φ1.3 一 1.8" 0.8 1.0 囲 9-10 2.0 ，ー・ 2.1 一 2.7 2.0 (cm) 
10-11 ‘0.4 一 1.9 
調査対象数が少いことや年度が異るので5.7表の都市部の児童と比較すること
にはむりな点があると思われるが，概括的な見方というこ 之でくらべてみると
柑こ7才~8才における体重の増加が男女ともに哲-通の生徒よりも劣ってい
るσ
5.4.3.身長別体重段階・身長別胸囲段階の分布と栄養要注意との関係
身長別体重段階および身長別胸囲段階と，医師の診断による栄養要注意との
関係li5.25， 5.26表のようになる。
-49ー
5.2表 身体虚弱 児 童の身長別休重民階と
性で¥Zl¥一←援費¥要注定¥か身~ど長う男かJ間~学、1年段~別階
1 苦手(6才〉 2年く7才〉
-21ー10 1 I計 -21-' ! 1 01 1 1 2，1計
3号
霊童 |醐 11111141は16要 著r1 % 1 00 1045  -  89  50931 591 1001 1001 57 
霊法な|醐ljo J-I 1J14111 12姿 Z走Z者L、 % 1 Oi 0 5; 1 9  50  671 41 0101 431 
弓己 「111111211144計 μ 285 m72847I168 
女 E 引 71 2JJ114」リ~ ，ri =! 
毒自|時|11111d sj111 7 要Iでま しな ;: 1 ~I ~I ~I ~ I ~I ~I 3~1 4~1 -1-1 3~ 
子
計 17|114144J1j14
〈注) %は各身長別体孟段階における宵分工事を示す。
5.26表 身体虚弱児童の身長iJlj胸囲段階と
性lぞ別=tzぞ¥zSP=意要注有か一身ど一長百う→九別よ岡ι~字函¥田軍¥醐¥ 別~ 1年く6才〉 2 {f.く7才〕-21-1 0 1 1 21計-2 1-1 I0 I1 1 21計
男 毒患|実数 -1313|-|二|1311141115要者%1 1 75  871 1-189  0 6315810  01 7  
5521?1144114104444101;: 
子
計 同|-14|;i-i-i1911111128% 1  21 791 1  00  4 29 8  41 4 100 
‘k 差注|実数121414112211151-|-115要 者窓 %  0  1001001 10011001 1001100  1001 8  1 18
512!?1443114431314114 
子
計 |努i14j;|;1113444ヰ二|二1お
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栄養要注意との関係
3年間 1-21:日才) I 5年く10才〉
6年く11-;:1') I 
-21-1 I0 1 2 [計-1ー1 01 1計一2[-1 [ 0I計-21-1[ 0[計|
44111J:lj11 111j:1J1 
件11JjjJ以;|;|:l114JJ11J3
J44J1415831」j|川 =¥-=1斗l
:l;4:j1」11jJ1J」jJIJ1J
-1 21 ー 116 1 71 41 -1 12 01 21 _1 21 0: 11 
i;1J-jI回心|Ji-114JJ-|」 JI
栄養 要 注意との関係
3年(8才〉 4年く9才〉 5年く10才〉 6年く11才〉
-2 j-1 0 1 1 I計 -21-10 [計-2[-101計 -21-1言十
7144二| 561 10~1 1¥二i gj二10al 1 1 4441 gl10610g1 ;i二10dl10b10dl二|
~I 4;13~\ 二i 10 1 4~1 5~1 121111 0i -  "50 50 10d/ =106/ 10 
loAl 7~1 3~1 ~I 6~1 二| 541044 31 50 5 60 
01121l o i703  10 ;[ 5ぷ61トいμ|い10ぷん4; 12il|-1| 91 31  10 gl 6~1 4201 ; 
;|j;|;l Iお1 1~'-511 311 13lf-|l| 01 7511 25
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まず，各学年の身長別休重段階，および身長別胸囲段階の分布をこの表の計
〔十〉 の三段階にまとめ三角図表をかくと
???
?
??
〉??
?
?
?、 、
?
?
???
? ?
、 ，
?
?
?
?
?
?、
?
?? (0) 
5年 ・6年は人数が少いので省略した。
5.9国
(%l 
75 80 
<.-)段階
身体虚弱児童の身長別体重段階の分布を示す三角図
??
?
?
?「
?
?
?
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?????
?
~一一一_2Q、、
y 、、、、 l、、、
l
、 品・3>， 、 u 、、 ，、、 . 、ー
\ι~ 
60 . 65 '70 55 5 つ
身体虚弱児童のよみ長別胸囲段階tJ.:!分布を示す三角図
合挙。~5 
〈ー〉 段階で占(+)段階の者が極めて少なく ，殆んど (0)これより ，
められていることがわかる。特に3年 ・4年の男子および4年の女子には身長
にくらべて体重と胸囲の少い者が極めて多い。
ワぎに，5.25表により1年より 4年までについて栄養要注意者の割合をみる
4年が 8%とたり女子3年が50%，2年が57so，1年が68%，と， 男子では，
4年が8%となる。これらの
栄養要注意児童は，身長別体重段階および胸閤段階の各段階にちらばってい
る。たとえば，身長別体重段階についてみると，男予の1年では(-2)段階
の者3人中3人が栄養要注意者で100%，(-1)段階では5人中5人で100%，
。段階では1人中5人で45%というようになる。身長別各体重段階および身長
別各胸囲段階にちらばっている栄養要注意児童の各段階へのちらばり方には様
々な型がみられる。たとえば，5.25表についてみると，3年男子のように，身
40 、、、、、、、、、、、、、、
55 60 
立乙
l.l 
1、、、、
、、、
¥ 、
と£
50 
5.10図
(0/0 
(T) 15 
段
階 101
51 )、
OL1一寸。
3年が50%，2年が68%，1年が100%，では，
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長別体豆段階が(+1)・(0)・(ー 1)・(ーむとなるに従って，栄養要注意者の
含まれる率が0%・33%・40%・83%之次第に大きくなるもの，2年男子のよ
うに%の大小が不規則のもの， 1年女子のようにすべて100%のもの，と大体
ζのような三つの型がみられる。身長別胸囲段階についても同様である。
このうち，どのような型が最も多くあらわれるかは，人数が少いので明らかで
ないが，概観すると身長別段階が低くなるに従ってそこに含まれる栄養要注意
者の割合が次第に多くたってくる型が多いようである。
5.4.4. 個々の児童 の 発育事例
とこでは，この調査の結果だけからみられたつぎのような児童の発育事例に
ついてのべる。 (1)疲労し易い児童，悌結核所見の児童，(3)肪膜炎を患った児童。
(1) 疲労し易い児童
疲労し易い児童又は過去においてそのような状態になったことのある児童は
5.21表によると， 3年男子に1名，4年女子に1名いる。このうち3年生の方
は疲労し易かったのは1年のときだけでその後はなおっている。 4年生の方は
現在疲労し易い状態にあるそr供である。ここでは，一応この資料から以上二人
の事例についてのべる。
S児の事例 (女子， 9才〉
主な病気とその他の状況および身体発育はつぎの通りである。
5.27表 S 児の発育事例
入学前の
病 主な病気 年齢 (二は病気機子|病欠臼数 |服姿注意|回虫保有 その他
気
H市 炎 6 風邪ひきJ}Jい 5日 否 なし l 
そ
7 疲れ易し、 1/ 1/ 、の
イ山 8 1 " 1 1/ 
9 1 / 1/ " ， 
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身長体重I胸闘主JJLZF主FFF胸F閤1i 身 年齢 との
(cm) ・くkg) 1 (cm) 身長 I体重 I胸閤 体重 I胸囲 体重 I
体
6 1 104.91 14.61 4ラ5953Ikc同mM ， 1包 4.61-11 -2 発 5.31 1.41 2.3 7 1 110.21 16.01 51.31 1 -2.41 -4. j ー11-1 
1 1 5.81 2.1 1.7 
育 8 1 116.61 18.11 53.01 1 1 1 -2.81 -4.6 ー11-2 
5.21 2.41 0 
9 1 121.21 20.51 53.01 1 1 1 -2.71 -6.61 - t 1 -2 
この児童は入学前に肺炎を患った。 1年のときは風邪をひき易く， 2年以後
・は疲れ易い。病欠臼数は3年のときが最も多く1日，栄養要注窯者でない。回
虫は保有していない。身体発育をみるに，身長の段階は1年より 4年まで総て
〈ー 1)段階で小さい方である。身長別体重の段階をみるとすべて(ー1)段措
で身長にくらべて体重は少い方占身長別胸閣の段階をみると 2年のときが(-1)
段階で， その他はすべて(-2)段階になっていて，身長にくらべて胸囲が極
めて少い。つぎに， 累年の発育増加量をみると ， 特~こ 2年~3年および 3 年~
4年において胸囲ののびの少いことがわかる。直接比較はむりかと思うが5.7表
の都市部普通児の平均発育増加量とく
らべても胸囲ののびの少いことが明ら
かである。また，身長別平均体重およ
び平均E貧困との義の分布をみると，体
重は-1.8・-2.4.-2.8-2.7となって
この段階では5.3.5.節に例示したもの
のうちでC型，胸囲はA型の傾向を示
している。図示すると 5.11図のように
なる。この図でー1・-2等は身長別体
重および胸囲の段階を示す。
5.11図 S児の体豆および)掬図の身長別
平均体重および平均胸囲との差
の年齢による変化
一一一停室
ーーー一月句圏
6 ワ 8 '1 年令(才)
??????? ???????? ?????
?
下ー¥三i--一一ー l
一_-、ご- -1 --;::.. 
~ -.<、、、
-2 
-8 
T児の 事 例 〈男子， 8才〉
との児童は入学前に小児ぜんそくをやっていて， 1年のとき疲労し易かった
がそれ以後は回復している。 1・2・5年とらに栄養要注意である。身長は1
年から3年まですべて標準段階で普通の大きさの子供でらる。身長別休霊の段
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階はすべてO段階で，体重は身長に相応している。身長別胸囲段階をみると 1
5.12図 T児の体重および胸囲の身
長別平均体重および平均胸
凶との差の年齢による変化
一-1本"i:-一-H恒郎
。
況
事育発の児
????
?
しかし，身長別平均胸囲との差をみ
ると， s児のようには下がってはいないが身
年と3年では(-1)段階で，やや胸囲が小
さい方。
入
T 
6 
7 
5.28表
入学部jの
主な病気
小児ぜんそく
長にくらべて胸囲が不足している。
身長別平均との差を図示すると 5~12函のよう ，- '7 -eーヰ令(オ)o 0-" 。
._、F
~，/' 0 --:.t 
"‘ <;"J 
になる。
結稜症所見の児童(2) 
5.17表によると結紋所克の児童，あるいは現在結核症にかかっている児童は
4年男子に3名，女子に2名いる。このうち，ここでは4年男子U児の事例に
ついてのぺる。
U 児は入学前に特別な病気をしていない。入学後は8才のとき結核所見，
才も同じ。病欠日数は8才のとき5日だけで，栄養要注意でなく ，回虫は保有
していない。身長は1年から 4年まですべてく+1)段階で大きい方である。
8 
8才の時'一身長別平均体重との差がー4.0kgと
-55 -
体重は身長にくらべてやや少，
例入学前の ス 学 後 の 状 況
病 主な病気 年齢|主な病気，吋病欠口数|栄公安注意|回虫保有|その他 |
気
0日| 否 l なじ l そ な し
の 7 ~ I 0 ~ I ~ 
他 5 ~ 1/ ， 
9 I " / ~ 1/ 
1 年間カ の 身長別平均体身長別体重段身長 体重 胸囲 発育町!日量 立聞及とびの平差均j掬階及び胸囲段年齢 ド皆
身 くcrn) くkg) くcm) 身長|体重|胸囲 体重|胸開 体重 |胸臨
体
6 115.6 18.4 
18-2222η 悶5H認 -11 0-発
日ラ開671訓4 3M1 5 1 
1.~ 1.4 
7 121.3 20.0 -2. 一 一 ー1
育 4.9 2.3 2.0 
8 126.2 22.3 
5.3 1.4 
9 1.31.5 23.7 -4.0 一 一 21 0-
U児の体重および胸囲の身長別
平均体重および平均胸囲との差
の年齢による変化
5.13図
なり大きくひらいている。胸聞も身
長にくらべてやや小さい方。体重の
のぴ方の減少が結核所見と関係して
いるかどうかはこれだけの資料から 一一一-{本支
ーー 一ー月匂 図
年令[オ}
ると 5.13図のようになる。
肋膜炎を患った児童(3) 
ここでは，肋膜炎を息ったことの為る6年女了.Kの事例についてのベる。
K児は入学前は特別の病気をしていない。 8才のとき気管校炎を患い，10才
のとき右湿性肋膜炎を患っている。病欠は1年のときから多い方。特に肋膜炎
を患ったときはそのための欠席が多い。 8才から栄養要注意になっている。年
齢別標準表によると身長は各年齢ともに(ー 1)段階にあるから小さい方で-ぁ
る。身長にくらべて体重や胸囲の段階をみると B才~8才までがすべてくーり
- 56ー
事育発の児U 5.29表
。、弓て。
守倍7 
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? ? ???
はわからない。体重の発育にはいわ
ゆるA型 (5.35節〉を示す傾向がみ
られる。身長別平均との差を図示す
5却表 、 K 児の発育事例
入学部]の 入学後の状況 l 
主な病気 年齢 |主な病気様子|病欠叫栄養要注利回虫保有|叫
病
気 な し
6 な し 36日否なし
7 " 14 " " そ
B 気管 校炎 32 聖書注:f2; " の
9 tr. し 5 " " 他
10 右湿性肪膜炎 64 " " 
11 な し ./" " " 
身長 体震 胸囲
1 年間の 身重図長及と別びの平平差均均体胸階階身長及見び憎胸霊囲段段!1 
年齢
発育 i羽目誌
身 くcm)
(kg) (cm) 
身長 |体重|胸囲体重|附 体重|胸四
6 101.8 13.7 48.2 1 -2.0 -4.8 
体 4.8 1.6 2.3 
7 106.6 15.3 ラO.ラ -1.8 -3.9 -1 
5.4 1.5 2.7 
発 8 112.0 16.8 53.2 -2.7 -3.7 -1 
5.3 1.0 0.1 
9 117.3 17.& 53.3 -3.5 -5.1 -2 -2 
育 5.0 2.3 1.7 
10 122.3 20.1 55.0 -4.3 -5.9 -2 -2 
5.3 1.9 1.3 
11 127.告 22.0 56.3 -4.号 -6.7 -2 -2 
段階で少い方。 8才-1才まではいずれも(-2)段階で極めて小，すなわち
身長にくらべて，体重や1旬聞が極めて不足してきている。身長別平均体重や平
均胸囲との差をみると，体重は，-2.0. -1.8. -2.7， -3.5， -4.3. -4.5s'旬囲
は.-4.8， -3.8， -3.7. -5.1. 
-5.9. -6.7となりいずれも年齢
と主もにそののび方が少くなって
いる。すなわち，前の例でいえば
A型を示しており ，特に肋膜炎を
患った8才からの滅少が大きい。
身長別平均との差を図示すると
5.14図のようになる。このよう
な児童については十分留意してい
くことが必要であろう。
5.14図 K児の体重および胸囲の身長男1]平均
体重および平均胸聞との差の年齢に
よる変化
一一一一一体重
ーー一一 胸副
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